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経済企業委員会会議録 

 

平成２７年９月１４日 月曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ３時５２分閉議（実時間２４０分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第７８号・平成２７年度八代市一般会

計補正予算・第５号（関係分） 

１．議案第８９号・平成２７年度八代市一般会

計補正予算・第６号（関係分） 

１．議案第９０号・平成２７年度八代市簡易水

道事業特別会計補正予算・第１号 

１．議案第７６号・平成２６年度八代市水道事

業会計利益の処分及び決算の認定について 

１．議案第７７号・平成２６年度八代市病院事

業会計の認定について 

１．請願第３号・スーパー元気券販売について

の情報開示と再発行を求めることについて 

１．所管事務調査 

 ・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

  （八代市がらっぱ広場指定管理者の更新に

ついて） 

  （八代よかとこ宣伝隊「組織のあり方」に

ついて） 

 ・病院・水道事業に関する諸問題の調査 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  増 田 一 喜 君 

副委員長  野 﨑 伸 也 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  笹 本 サエ子 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  松 永 純 一 君 

委  員  村 上 光 則 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 経済文化交流部長   池 田 孝 則 君 
 
  経済文化交流部総括 
            宮 村 明 彦 君 
  審議員兼次長 
 

  観光振興課長    岩 崎 和 也 君 

  文化振興課長    吉 永   明 君 

  商工政策課長    川 野 雄 一 君 

 企画振興部 

  泉支所地域振興課長 橋 本 和 郎 君 

  東陽支所地域振興課長 松 岡   猛 君 

 農林水産部長     垣 下 昭 博 君 

  農林水産部次長   黒 木 信 夫 君 

  フードバレー推進課長 高 﨑   正 君 
 
  農業振興課長兼 
            山 本   誠 君 
  食肉センター場長 
 
 
  農業振興課主幹兼 
            豊 田 浩 史 君 
  園芸畜産係長 
 

  水産林務課長    沖 田 良 三 君 

  農林水産政策課長  小 堀 千 年 君 

  農地整備課長    潮 崎   勝 君 

 部局外 

  水道局長      宮 本 誠 司 君 

  市立病院院長    森 崎 哲 朗 君 
 
  市立病院事務部 
            田 中 智 樹 君 
  事務長 
 

 総務部 

  文書統計課長    橋 口 幸 雄 君 

 議会事務局 
   
  議会事務局 
            國 岡 雄 幸 君 
  首席審議員兼次長 

                                

○記録担当書記     土 田 英 雄 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（増田一喜君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり） 
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 それでは、定刻となり定足数に達しましたの

で、ただいまから経済企業委員会を開会いたし

ます。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第７８号・平成２７年度八代市一般会計

補正予算・第５号（関係分） 

○委員長（増田一喜君） それでは、予算議案

の審査に入ります。 

 議案第７８号・平成２７年度八代市一般会計

補正予算・第５号中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

 まず、歳出の第６款・商工費について経済文

化交流部から説明願います。 

○経済文化交流部長（池田孝則君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、池田経済文化

交流部長。 

○経済文化交流部長（池田孝則君） はい。お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）経済文化交流部、池田でござい

ます。 

 それでは、早速でございますが、議案第７８

号・平成２７年度八代市一般会計補正予算・第

５号中、第６款・商工費につきまして、宮村総

括審議員兼次長が説明いたしますので、よろし

くお願いいたします。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮村経済文化

交流部総括審議員兼次長。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） はい。おはようございます。（｢おはよ

うございます」と呼ぶ者あり）宮村でございま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 恐れ入りますが、座って説明させていただき

ます。 

 それでは、平成２７年度八代市一般会計補正

予算・第５号の１４ページをお開きください。 

 款６・商工費、項１・商工費、目３・観光費

としまして、補正額１億６７７３万４０００円

を計上しております。補正後は４億１６８１万

４０００円となります。 

 財源内訳の欄をごらんください。 

 国県支出金が１億１６８万３０００円、これ

は東陽交流センター「せせらぎ」施設整備事業

にかかわります県の再生可能エネルギー等導入

推進事業補助金１億８３万３０００円です。補

助割合は、対象事業費の１０分の１０でござい

ます。及び、泉観光施設管理運営事業に対する

県の癒しの森整備支援事業補助金８５万円、こ

れは定額補助金となっております。また、地方

債６２７０万円は、「せせらぎ」施設整備事業

のうち補助対象外となりました事業の起債でご

ざいます。起債の充当率は９５％となっており

ます。残額は一般財源３３５万１０００円とな

っております。 

 説明欄をごらんください。 

 今回計上させていただいております補正事業

は、泉観光施設管理運営事業８８万３０００円

と東陽交流センター「せせらぎ」施設整備事業

１億６６８５万１０００円の２つの事業となっ

ております。 

 まず、泉観光施設管理運営事業から説明させ

ていただきます。 

 この事業は、泉町五家荘地域にあります梅の

木轟公園のつり橋から轟の滝へと向かう遊歩

道、延長約４００メートルの一部が傷んでお

り、観光客などが散策される際に危険が及ぶお

それがあることから、整備が必要なものについ

て、延べ約１００メートル区間の遊歩道の安全

柵の補強や路面の整備を行い、安全確保を図る

ものでございます。 

 次に、東陽交流センター「せせらぎ」施設整

備事業につきまして説明いたします。 

 東陽交流センター「せせらぎ」におきまし
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て、太陽光発電設備及び蓄電池、木質バイオを

燃料とするチップボイラーを設置するため、昨

年１２月に実施設計業務委託事業の補正をし、

設計を進めさせていただいてるところでござい

ます。今回、設計完成に伴い、工事費等の内容

が確定したため、補正をお願いするものでござ

います。 

 事業費の内訳といたしまして、太陽光発電設

備費用としまして３９４４万２０００円を予定

しており、太陽光発電１５キロワット及び蓄電

池システム１５キロワットを設置する予定とし

ております。 

 次に、木質チップボイラー設備費用といたし

まして、８６５７万５０００円を予定してお

り、木質チップバイオマスボイラー５５０キロ

ワットを設置する予定としております。 

 また、ボイラー室建設費用といたしまして４

０８３万４０００円を予定しており、ボイラー

室の建設及び地下サイロを設置する予定として

おります。 

 以上で経済文化交流部の補正内容の説明を終

わります。御審議をよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 今回２点なんですが、

泉はですよ、今度もうすぐシーズンに入っとで

すが、直後すぐ、補正後すぐ着工すれば間に合

うとですか、これ、このシーズンに。どのくら

いの工事予定期間で終わんなっとですか。 

○泉支所地域振興課長（橋本和郎君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 橋本企画振興部泉支

所地域振興課長。 

○泉支所地域振興課長（橋本和郎君） 泉支所

地域振興課の橋本です。よろしくお願いしま

す。 

 ただいま御質問の工期につきましては、大体

２週間から３週間で間に合うと見ております。

既設の安全防護柵の布設がえ、それとあと、路

面に洗い流しております路面の土砂のかわりに

砕石を敷き込む事業ですので、さほどの時間を

要するとは見ておりません。 

 以上、お答えとします。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） はい。観光にですね、

観光客に支障のないように（泉支所地域振興課

長橋本和郎君「はい」と呼ぶ）お願いしたいと

思いいます。 

 で、もう一つですが、東陽交流センターの話

ですが、補助対象外という説明があったかと思

います。どの部分が補助対象外だったのかと。

なぜ対象外になったかと。で、補助対象外でも

する必要があったのか、その辺も詳しく説明を

お願いいたします。 

○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） 松岡企画振興部東陽

支所地域振興課長。 

○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） は

い。東陽支所地域振興課の松岡でございます。

よろしくお願いします。 

 補助対象外の内訳ですけれども、これは環境

省の補助をいただいております。で、補助対象

の外のなるものが、太陽光の計測システム一

式、これが最初から対象外となってます。それ

と、既存施設の解体撤去費、また産業廃棄物の

処理費、それとボイラーに係ります建築、建屋

部分、これは対象外ということでなっておりま

す。今回、ボイラー室の設置に伴いまして、建

設建屋、それと地下のサイロ工事、こういった

基礎工事、土工事含みます、こういったものが

全部対象外と最初からなっておりました。 
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 以上、お答えといたします。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） なら、もう初めから対

象外だったちゅうことは事前にわかっとったて

ことですたいね、全て。 

○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） 松岡東陽支所地域振

興課長。 

○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） は

い。建屋については、対象外ということは最初

からわかっておりました。ただ、私たちは、地

下のサイロ工事、これについては対象内だと思

ってたんですけれども、今回、一体的な設備と

いうことで、建屋と一体的に整備をするという

ことで、これは県から国を通じて確認していた

だきまして、対象外というところで判断をされ

ております。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） その対象外、それの部

分は幾らになっとですか。今最後の部分。 

○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） 松岡東陽支所地域振

興課長。 

○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） は

い。（委員亀田英雄君「予定外の対象外ですた

いね」と呼ぶ）ボイラー室の建築、これ地下サ

イロのやつも含めてですけれども、４０８３万

４０００円、これが全て対象外になると思いま

す。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮村経済文化

交流部総括審議員兼次長。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） はい。亀田委員のほうから、対象外とな

ってもこの事業するのかという御質問をいただ

いたかというふうに思いますが、この事業につ

きましては、チップを燃やすことによりまして

ＣＯ２の削減を図ると。で、並びに、間伐材等

の活用を図ることによりまして林業振興を図る

ということ、並びに、我々、予定では６００万

を超える経費の削減を考えておりますので、以

上３点の理由から、今回、今担当課長が申しま

したように、補助対象内であろうと思っていた

部分も補助対象外となりまして、持ち出しの経

費が大きくなってはおりますものの、ぜひつく

りたいというふうに考えているところでござい

ます。（委員亀田英雄君「はい、了解しまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

 ほかにありませんか。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。ただいまの東陽

交流センターの件ですけど、ちょっと聞き漏ら

したのでもう１回お願いしたいと思いますが、

太陽光発電１５キロワット、蓄電池１５キロワ

ットは、それぞれ太陽光発電と蓄電池、この事

業費は幾らだったですかね。 

○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） 松岡東陽支所地域振

興課長。 

○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） は

い。太陽光発電と蓄電池システム一式で、現在

３９４４万２０００円の事業費を積算しており

ます。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） 太陽光発電と蓄電池ち

ゅうのは全く違った設備ですので、それぞれわ

からないですか。 
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○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） 松岡東陽支所地域振

興課長。 

○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） すい

ません。直工ベースでのちょっと今積算の内訳

しか持ってないんですけれど、申しわけありま

せん。太陽光のいわゆるモジュラー等ですけれ

ども、これが約直工で５００万と、蓄電池シス

テムのほうが直工で約１１００万という今積算

をしております。これに当然あと接続である電

気の配管ですとか、当然あと管理費とかかかっ

てまいります。 

○委員（松永純一君） はい、いいですか。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） 一般的にちゅうか、家

庭用の太陽光とか、今、学校あたり、体育館あ

たりに乗せとる太陽光発電というのは、昼間に

発電して、余剰電力は九電に売電するっていう

のが一般的なやり方ですね。 

 で、今回、直工で１１００万の蓄電池を備え

てるていうことは、夜間を、昼の間は自家用

と、――自分の建屋等のですね、自家用の発電

をし、そして蓄電をして、夜にはその蓄電池を

使う。で、売電はしないというような装置なん

ですかね、今回のは。 

○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） 松岡東陽支所地域振

興課長。 

○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） は

い。売電はこの補助対象の要項から外れますの

で、全て「せせらぎ」のほうで使うというとこ

ろでシステムを組んでおります。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。それでですね、

太陽光で発電する。当然曇りとか雨の日は発電

量が少ないわけですね。ですから、夜間に蓄電

が足らない場合は、逆に九電から買うようにな

るわけですけど、天気がよかったら、恐らく蓄

電池にためる。そして夜間に使う。それで大体

電気料が今と比べてどのくらい削減なります

か。あるいは効果でもいいです。 

○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） 松岡東陽支所地域振

興課長。 

○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） は

い。現在の想定でございますけれども、年間に

約１万５３０８キロワット、これが発電をする

と見とります。年間の節約といたしまして、約

２６万円の電気代の節約というふうに計算をし

ております。あと、ＣＯ２の排出削減量、これ

を年間約９.６５トンというところで今計算を

しております。 

○委員長（増田一喜君） はい。どうですか。

（委員松永純一君「いいです」と呼ぶ） 

 ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。引き続き、東陽

の「せせらぎ」のバイオマスボイラーの関係で

すけど、チップのバイオマスボイラーというふ

うなことで、非常にですね、今、バイオマス発

電設備とか乱立してるというような話聞いてま

す。で、なかなか価格が高騰してるとか、そう

いった話も聞く。あるいは、なかなか手に入れ

るの困難になってきてるとかっていう話もあり

ますけど、そういった状況については、計画当

初からですね、大分変わってきたと思うんです

よ、値段とかも。そういったところはどうです

か、状況的に。それも含めて、先ほど言われた

経済効果が出てるという話で理解してよろしい

ですか。 

○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） は
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い。 

○委員長（増田一喜君） 松岡東陽支所地域振

興課長。 

○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） は

い。委員がおっしゃられますとおり、現在、木

材、かなりの需要が伸びております。私たち

も、このチップボイラーを設置いたしますに当

たりまして、このチップの安定供給というのが

非常に大切であるということで、八代市のほう

に本社を置かれます株式会社南栄さん、――こ

ちらは、今、八代木の駅プロジェクト、こちら

の協力企業でございます。そちらのほうに水産

林務課のほうとも一緒に数回お邪魔させていた

だいております。 

 で、「せせらぎ」で年間約１０００トンのチ

ップを使用するというところで今想定しており

ます。で、株式会社南栄さんのほうから製紙用

のチップを安定的にお分けしていただくという

ことで協議を重ねておりまして、大体南栄さん

のほうで製紙用のチップ４万２０００トン以上

毎年生産されとるということで、私たちが使う

と想定する年間１０００トンについては、支障

はございませんということでお話は進めさせて

いただいてる。 

 それと、価格につきましては、これはまだ正

式な価格決定ではございませんけれども、南栄

さんが今卸しとられる価格で、当分の間は「せ

せらぎ」のほうにお分けすることは可能であり

ますということでお話は伺ってます。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。わかりました。 

 で、これがですよ、実際稼働するのはいつな

んですか。 

○委員長（増田一喜君） 松岡東陽支所地域振

興課長。 

○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） は

い。実際この補正のほうで議決をいただきまし

たら、入札、契約の準備入りたいと思います。

大体これが３カ月ぐらい実際かかるかと思って

おります。実質的な着工が１月と思っておりま

す。で、工期について約７カ月ぐらいと想定し

てますので、来年の７月ぐらいに竣工、稼働が

できるのかと思っております。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、わかりました。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。すいません、確

認ですが、建屋、ピットの部分も含めて、それ

は多分構造的には市内の業者でできるとは思う

んですが、こういった太陽光関係の指名される

業者は、市内の業者で対応ができるもんなの

か、特殊な工事だから外部からの業者になるの

か、そのあたりわかりますか。 

○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） はい、松岡東陽支所

地域振興課長。 

○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） 工事

をどのように分けるかというのは、発注の仕方

分けるのかというのは今後の協議になりますけ

れども、今までの例でいきますと、太陽光です

とか蓄電池設備、こういった工事につきまして

は、市内の業者さんで十分対応できるのかと思

っております。 

○委員（前垣信三君） いいですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。これは同じよう

な内容が坂本の温泉センタークレオンでもなさ

れて、もう多分動いとると思うとですが、その

あたりからした場合、今、太陽光関係は市内の

業者でもできる。で、市内の業者でできないの

はボイラー関係という考え方でいいですか。 
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○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） 松岡東陽支所地域振

興課長。 

○東陽支所地域振興課長（松岡 猛君） は

い。ボイラー関係の工事につきましても、実質

的にはボイラー本体の価格というのが非常にウ

エートを占めております。で、実際の施工の難

しさというのは、さほどないかと思っておりま

す。そのあたりは、工事のほうを建築住宅課の

ほうに依頼をしとりますので、建築住宅課のほ

うとも協議をしながら進めさせていただきたい

と思っております。（委員前垣信三君「いいで

す」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかにありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい。それでは、以

上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。意見

ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で第６款・商工費についてを終了しま

す。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午前１０時２１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２３分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、第５款・農林水産業費及び第１０款・

災害復旧費について、一括して農林水産部から

説明願います。 

○農林水産部長（垣下昭博君） はい、委員

長。 

○委員長（増田一喜君） はい、垣下農林水産

部長。 

○農林水産部長（垣下昭博君） はい。皆さ

ん、おはようございます。（｢おはようござい

ます」と呼ぶ者あり） 

 それでは、議案第７８号・平成２７年度八代

市一般会計補正予算・第５号中、当委員会に付

託されました農林水産部関係分、第５款・農林

水産業費及び第１０款・災害復旧費につきまし

て、黒木次長より説明いたします。御審議方よ

ろしくお願いします。 

○農林水産部次長（黒木信夫君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） 黒木農林水産部次

長。 

○農林水産部次長（黒木信夫君） はい。おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）農林水産部次長の黒木です。 

 座って説明をさせていただきます。 

 早速ですが、一般会計補正予算書１３ページ

をごらんいただきたいと思います。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目３・

農業振興費で、補正額１億６２４１万３０００

円を計上し、補正後の金額を５億６５４４万２

０００円とするものです。 

 説明欄の事業ごとに説明をしていきます。 

 まず、海外における八代産農産物等のプロモ

ーション事業として、補正額６５０万円を計上

しています。 

 本事業は、本市が昨年度作成したフードバレ

ーやつしろ基本戦略構想の４つの柱の一つであ

るアジアの販路づくりに基づき、本市の代表的

な農産物である晩白柚とトマトについて、香港

でのプロモーションを行うものです。晩白柚は

春節時期、――日本でいう正月になりますが、

の贈答品としてのプロモーション、トマトにつ

いても、同じく香港での販路拡大を目指すもの

です。 

 特定財源として、国庫支出金６００万円を予

定しております。 

 次に、人・農地問題解決加速化支援事業とし

て、補正額２０万円を計上しています。 
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 本事業は、地域の担い手が安定的に経営発展

していけるよう、集落営農の組織化や農業経営

の法人化等を支援する事業で、集落営農の組織

化の取り組みに対しては定額２０万円、集落営

農または複数経営の法人化の取り組みに対して

は定額４０万円を補助するものです。 

 今回は、熊本県農地集積加速化事業の重点地

区に指定されています鏡町の北出地区に、平成

２７年５月２１日に集落営農組織北出ファーマ

ーズが設立され、補助要件を満たされたことか

ら、定額の２０万円を補助するものです。 

 特定財源として、全額県支出金を予定してお

ります。 

 次に、農業生産総合対策事業として、補正額

１億５５７１万３０００円を計上しておりま

す。 

 本事業は、熊本県の生産総合事業強い農業づ

くり交付金を活用して、生産性の向上及び生産

・出荷環境整備のための共同利用機械、施設の

導入に対し、事業費の２分の１以内を補助する

ものです。 

 事業内容としましては、八代地域農業協同組

合がイチゴ用低コスト耐候性ハウス３棟、８

７.４アール、トマト用低コスト耐候性ハウス

９棟、２７７.１アールを予定しています。 

 特定財源として、全額県支出金を予定してい

ます。 

 １４ページをお願いします。 

 次に、目４・園芸振興費で、くまもと稼げる

園芸産地育成対策事業として補正額１３０４万

８０００円を計上し、補正後の金額を５２１０

万７０００円とするものです。 

 本事業は、気候温暖化や燃油、資材等の高騰

を初めとした厳しい状況下において、園芸農家

の経営安定を図るため、品質の向上、収量の向

上、コスト削減に効果がある施設、機械、基盤

整備等を推進する事業で、事業費の３分の１以

内を補助するものです。 

 事業内容としましては、ＪＡやつしろ園芸部

が実施予定のトマトハウスにおける谷部自動換

気施設の導入ほか、２実施体が炭酸ガス発生装

置導入及び連棟ハウスの整備を予定しておりま

す。 

 特定財源として、全額県支出金を予定してい

ます。 

 次に、目５・農業後継者育成費で、食育推進

育成事業として補正額３０万円を計上し、補正

後の金額を１４４万９０００円とするもので

す。 

 本事業は、くまもと地産地消活動支援等事業

補助金を活用し、地域内の生産者、販売・飲食

業者等による地域密着型の地産地消活動に対し

て、定額で上限３０万円を補助するもので、７

月２１日付をもって熊本県より内示があったも

のです。 

 事業内容としましては、やつしろマルシェ生

産者会が、八代産農林産物の魅力を発信するた

め、親子を対象とした収穫体験会やくまもとふ

るさと食の名人等を活用したＰＲ・販売活動等

の事業を予定しています。 

 特定財源として、全額県支出金を予定してい

ます。 

 １６ページをお願いいたします。 

 中段になりますが、款１０・災害復旧費、項

１・農林水産業施設災害復旧費、目２・林道施

設災害復旧費で、補正額１６００万円を計上

し、補正後の金額を６６００万円とするもので

す。 

 本年６月３０日から７月１日にかけての梅雨

前線豪雨で林道が被災しましたが、崩土処理な

どの応急的な経費につきましては、７月臨時議

会において御承認いただいておりますので、今

回は、国の補助災害に係る災害復旧工事費とし

て１６００万円を計上しております。被災箇所

は、坂本地区の袈裟堂深水線の１カ所及び泉地

区の南川内線の１カ所です。 
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 特定財源として、県支出金９５０万円及び市

債５８０万円を予定しております。 

 以上で一般会計補正予算・第５号中、農林水

産部関係分の説明を終わります。御審議方よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 最初に説明があったフ

ードバレーの部分ですが、これについては、地

方創生先行型という登録がついとっとですよ

ね。で、当初予算のときに追加の経済対策とい

うことで聞いた名前というふうに記憶しとっと

ですが、今この名前で出てきた理由と、ほんな

こて採択になっとかなという、なるけん出して

あっとでしょうばってんが、その辺の何かこう

いきさつというのをちょっとお話しいただけま

せんか。 

○委員長（増田一喜君） 高﨑フードバレー推

進課長。 

○フードバレー推進課長（高﨑 正君） は

い。フードバレー推進課、高﨑でございます。 

 まず１点目に、３月の補正予算のほうで上げ

させていただいておると。で、この部分につい

てはですね、計上はしてなかったというところ

でございます。 

 で、その理由の一つとしましては、実は、晩

白柚、そしてトマトの販売促進の事業につきま

して、香港のほうで本年２月から３月にかけて

実施はしておるところでございます。ただ、こ

れにつきましては、イオンのグループであった

りとか、ＪＡ経済連であったりとかいうところ

が指導をされてやられたということと、タイミ

ング的にですね、当初予算のほうにタイミング

的に乗せられなかったというところがありまし

た。 

 ただ、その２月、３月のプロモーションを経

ましてですね、非常に有効であるということ

と、市のほうも主体的に参入すべきだという判

断のもと考えておりましたところ、今回、この

地方創生の先行型のほうの募集があったという

ところで手を挙げたという次第でございます。 

 で、これが本当に来るのかという部分につい

ては、すいません（笑声）、私のほうでは答え

にくいところでございますが、一応地方総合戦

略のほうを１０月までに策定する自治体につき

ましては、上乗せの交付金が交付されるという

ことで、八代市においては１０００万円が交付

予定というふうに伺っております。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

○委員（松永純一君） １つ、委員長いいです

か。 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） 農業生産総合対策事業

のですね、強い農業づくり交付金、これはもう

ここ２年ぐらいかなり出てきたと思うとですよ

ね。恐らくトータルするとかなりの額になると

思うとですけど、去年、ことしでもいいんです

が、今までトマトとイチゴに何棟補助して、ま

だその必要があるのかどうか。これは県の１０

分の１０ですから、別に市が持ち出すわけでも

ないですけども、まだそういう需要があるのか

どうかというのがわかればですね、教えてもら

いたいです。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（山本 誠

君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 山本農業振興課長兼

食肉センター場長。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（山本 誠

君） おはようございます。（｢おはようござ

います」と呼ぶ者あり）農業振興課、山本でご

ざいます。 
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 議員御質問の強い農業づくりの平成２３年か

ら２６年まで、２５０棟の設備をやっておりま

す。 

 以上、答えといたします。 

○委員長（増田一喜君） 今ので、答えたか

な。（｢需要の関係。まだ需要がありますかと

いうと」と呼ぶ者あり） 

○農業振興課長兼食肉センター場長（山本 誠

君） 今後の棟数の内容でございますが、大体

栽培施設の棟数が１９００棟で、１棟の平均面

積が大体２５アールから３０アールで、設備の

施設が今までやってきてます棟数が７７９棟

で、今後の整備予定としましては、今の整備率

が３８.９％ですので、未整備が１３１１棟と

いう試算になります。で、更新棟数を１７０棟

とするのは、耐用年数が１４年ということで、

今まで建てた平成８年から平成１１年分が大体

更新が１７０棟、それと、今後、その１３１１

棟の内容が、今言いました更新が１７０棟で、

今後、毎年この１９００棟をずっと更新をして

いきますと、１年間の棟数は約１００棟という

規模となる予定でございます。 

 以上、お答えといたします。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） 今回のはイチゴが３棟

でトマトが９棟ですよね。さっき言われた２３

年から２６年の２５０棟のこの内訳はわかりま

すか。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（山本 誠

君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 山本農業振興課長。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（山本 誠

君） 内訳でございますが、平成２３年が２５

棟です。平成２４年が４５棟です。平成２５年

が１１２棟です。平成２６年が３７棟です。 

 以上、答えといたします。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） イチゴとトマトの内訳

はわからないんですよね。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（山本 誠

君） はい。すいません。 

○委員長（増田一喜君） 山本農業振興課長。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（山本 誠

君） はい。すいません。全部トマトでござい

ます。（委員松永純一君「はい、了解した。は

い」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（村上光則君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、村上委員。 

○委員（村上光則君） 今のことには関連すっ

とですが、今までもハウスには非常にこういう

助成金が使われてきたというふうに私は思って

おりますが、ほかの作物についての助成はなか

っですかね。もう今までほとんどハウスが今言

われたように多くを、――これは県から来とっ

とでしょうが、ほかの作物については、――野

菜とかですね、米も同じですが、そういう経営

者からもそういう話があるもんですから、そう

いう予定はなかっですかね。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（山本 誠

君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、山本農業振興

課長。 

○農業振興課長兼食肉センター場長（山本 誠

君） この関係の事業でいきますと、強い農業

づくり交付金事業と稼げる園芸対策事業とがご

ざいますが、全て組合をつくらなければいけな

いという決まりがございまして、大体５戸、１

億ということになっておりますので、その件を

クリアしていかれれば、申請する事業はござい

ます。 

 以上、答えとします。 

○委員（村上光則君） はい。 
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○委員長（増田一喜君） はい、村上委員。 

○委員（村上光則君） 今、組合をつくらぬと

いかぬということでありますが、面積がです

ね、規模を拡大する農家もおるわけですが、面

積的には何アール以上とか、何ヘクタール以上

とか、そういうあれはなかですか。 

○委員長（増田一喜君） 豊田農業振興課主幹

兼園芸畜産係長。 

○農業振興課主幹兼園芸畜産係長（豊田浩史

君） はい。豊田です。よろしくお願いしま

す。 

 今御質問の面積要件、面積要件は特に定めて

ございません。先ほど課長が申しました５戸以

上の、これは組合って任意組合でも結構です。

任意組織でも結構でございますが、ほとんどが

共同利用施設の整備ということになっておりま

して、その共同利用施設の整備に当たりまして

は、総事業費５０００万円以上という要件がご

ざいます。その辺のクリアするのは若干難しい

部分もある作物もあります。 

 ただ、露地野菜とかですね、そういったもの

については、共同育苗などですね、今後展開が

見込まれますので、一般質問のときも部長が答

えましたように、今後、そういった作物に対し

てもですね、組合のほうに啓発してまいりたい

というところで考えているとこでございます。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（村上光則君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、村上委員。 

○委員（村上光則君） ５０００万以上ですよ

ね。（農業振興課主幹兼園芸畜産係長豊田浩史

君「はい」と呼ぶ）わかりました。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

 はい、笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。今回、今度の

台風で氷川等は梨が相当被害を受けたと聞いて

おります。で、今回、八代では樹木も相当倒れ

ているようでしたけど、晩白柚等は被害はどう

だったでしょうか。調査されてますか。 

○委員長（増田一喜君） はい、黒木農林水産

部次長。 

○農林水産部次長（黒木信夫君） はい。お答

えをさせていただきますが、その件に関して

は、次の議案の６号の中で説明をさせていただ

こうかと思っておりますので（委員長増田一喜

君「よろしいですか」と呼ぶ）、よろしいでし

ょうか。（委員笹本サエ子君「はい。わかりま

した」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

 はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。同じハウスの関

係ですけど、今回のですね、低コスト耐候性ハ

ウスが、風速３５メーターのやつで１２棟とい

うふうになってますが、この間の台風では、聞

いたところによると、３６メーターぐらいだっ

たか何かっていう、ちょっと聞いたような気も

すっとですけど、それで多分やられたとこは、

多分かなりあったと思うとですよ。 

 で、以前は、多分もう少し風速強くてもです

ね、耐えるようなやつが補助使用になったと思

うとですけど、そういったところでですね、や

っぱ今回の件ば鑑みれば、やっぱそういったと

ころば県のほうにもですね、何か要望すると

か、農家さんのほうにも、そういったものがよ

かっじゃなかろかというようなところで、打診

とか何か御案内とか助言等はですね、ちょっと

何かされたほうがよかっじゃなかろうかなとい

うふうに思うとですけども、いかがでしょう

か。 

○委員長（増田一喜君） はい、豊田主幹兼園

芸畜産係長。 

○農業振興課主幹兼園芸畜産係長（豊田浩史

君） はい。低コスト耐候性ハウスにつきまし

ては、平成２５年度の事業までは、風速５０メ
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ートル以上の施設ということが対象でございま

した。ただ、過去１１年間ですね、熊本県にお

いてですね、３５メートル以上の風が吹いてい

なかったということで、国のほうで、そういう

１１年間そういう風速がなかったところは要件

の緩和が可能ですよというところで、３５メー

トルまで緩和されたばかりでございました。 

 で、ただ、今回、その被害ですね、ハウスの

被害見てみますと、確かに被害はあっておりま

すが、骨組みまでの被害は及んでおりません。

ですから、低コスト耐候性ハウスの成果が発揮

されたのかなと。ビニールの被覆、それはもう

かなりの被覆破損がありましたけれども、骨組

みがゆがんだとかそういったものはございませ

んでしたので、またビニールを張り直せば生産

が可能ということで、瞬間最大風速３６メート

ルということでございましたが、何とか持ちこ

たえたのかなと。 

 ただ、国の要件緩和の条件であった過去１１

年間の風速、そこの部分ではちょっとひっかか

ってきますので、今後は要件が見直されるのか

どうかというところがありますが、そういった

ものを含めましてですね、生産者の方々にはで

すね、より強固なですね、施設整備ということ

を推奨していきたいと、――ＪＡさんとも協力

しながらですね、考えております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、わかりました。

よろしくお願いします。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。この災害復旧

費、当然復旧のための予算が計上してあると思

うとですが、補正前の額が５億、で、今回が１

億６０００かな。（｢１６００」と呼ぶ者あ

り）あ、１６００か。（｢はい。補正額１６０

０」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） いいですか。大丈夫

ですか。 

○委員（前垣信三君） ええ。補正前の額はも

う既に使い切ってしもうとるという考え方でよ

かですかね。 

○水産林務課長（沖田良三君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 沖田水産林務課長。 

○水産林務課長（沖田良三君） はい。水産林

務課の沖田でございます。よろしくお願いしま

す。 

 ６月補正までで予算のほうを確保しておりま

すけれども、それにつきましては、既に倒木処

理等の発注を終えております。で、そこそこ復

旧をしてきたところにこの台風っていうこと

で、さらにまた台風災害で相当倒木等が発生を

しておりますが、おおむね順調に作業のほうは

進んでいたところでございます。 

 以上です。（委員前垣信三君「はい、いいで

す」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

 意見ありませんか。 

○委員（笹本サエ子君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。意見ですけ

ど、先ほど調査状況というのをお尋ねしました

けど、後で説明いただくということです。 

 で、今回、香港をね、中心に事業が始まるわ

けですけれども、そういうときに、もう私と心

配したのは、被害を受けて大変じゃないだろう

かというふうに思ったんですが、ぜひこの事業

をですね、成功するように期待しておきます。
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よろしくお願いします。 

○委員長（増田一喜君） ほかに意見ありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい。ないようで

す。 

 これより採決いたします。 

 議案第７８号・平成２７年度八代市一般会計

補正予算・第５号中、当委員会関係分につい

て、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第８９号・平成２７年度八代市一般会計

補正予算・第６号（関係分） 

○委員長（増田一喜君） 次に、議案第８９号

・平成２７年度八代市一般会計補正予算・第６

号中、当委員会関係分を議題とし、説明を求め

ます。 

 それでは、歳出の第５款・農林水産業費及び

第１０款・災害復旧費中、農林水産部所管分に

ついて一括して説明願います。 

○農林水産部長（垣下昭博君） はい、委員

長。 

○委員長（増田一喜君） はい、垣下農林水産

部長。 

○農林水産部長（垣下昭博君） はい。それで

は、議案第８９号・平成２７年度八代市一般会

計補正予算・第６号中、当委員会に付託されま

した第５款・農林水産業費及び第１０款・災害

復旧費につきまして、黒木次長より説明いたし

ます。御審議方よろしくお願いします。 

○農林水産部次長（黒木信夫君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、黒木農林水産

部次長。 

○農林水産部次長（黒木信夫君） はい。農林

水産部次長です。 

 座って説明をさせていただきます。 

 議案書の１３ページをお開きいただきたいと

思います。 

 中段になりますが、款５・農林水産業費、項

３・水産業費、目２・水産業振興費で、水産基

盤整備交付金事業として補正額１２００万円を

計上し、補正後の金額を９１７５万３０００円

とするものです。 

 本事業は、台風１５号の強風により、鏡町の

マガキ養殖いかだが壊滅的な被害に見舞われて

おりますが、今回の被害が災害復旧事業の対象

とならないため、マガキの養殖を継続するため

には新たな養殖いかだを整備する必要があり、

鏡町漁協からも、整備に係る支援について県並

びに本市に要望がなされております。 

 そこで、単県事業である水産基盤整備交付金

事業により、新たな養殖いかだの整備について

支援するもので、消費税相当額を除く補助対象

事業費は１８００万円で、県の補助率は３分の

１となっております。 

 本市としましても、マガキ養殖の再興と鏡オ

イスターハウスの再開を願い、整備に係る漁業

者負担の軽減を図るため、事業に対して上乗せ

補助するもので、補助率は県と同様に３分の１

を予定し、それぞれ６００万円、あわせて１２

００万円を補助するものです。 

 次に、１４ページをお願いいたします。 

 下段になりますが、款１０・災害復旧費、項

１・農林水産業施設災害復旧費、目１・農業施

設災害復旧費で、補正額２６１４万７０００円

を計上し、補正後の金額を２７８５万８０００

円とするものです。 

 同じく台風１５号の強風により、深水、――

坂本町になりますが、深水生活改善センターな

どの農業用施設で１２カ所、排水機場で１カ

所、農道１４カ所において被災したもので、早

急に機能回復を図る必要があったことから、補
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正をお願いするものです。 

 被災内容の主なものとしまして、坂本町の深

水生活改善センターでは、屋根の防水シートが

剥離し、施設内に雨漏りが発生しました。八代

南部排水機場では、強風により施設内に雨水が

入り込んだために、発電機のエンジンが故障、

昭和運動広場などの農村公園では、バックネッ

ト、フェンス、休憩所、外灯等の破損や樹木の

倒伏、農道では、平山新町の農道などで崩土や

倒木が発生しています。 

 内訳としましては、深水生活改善センター屋

根防水、八代南部排水機場発電機エンジンなど

の修繕費として需用費２４３９万７０００円

と、測量設計委託費として５０万円及び災害復

旧工事費として１２５万円を計上しておりま

す。 

 特定財源として、市債４４０万円を予定して

います。 

 次に、１５ページです。 

 目２・林道施設災害復旧費で、補正額２２０

０万円を計上し、補正後の金額を８８００万円

とするものです。 

 同じく台風１５号の強風により、林道におい

て崩土、落石、倒木等が発生し通行に支障を来

したため、早急に機能回復を図る必要があった

ことから、補正予算をお願いするものです。 

 被災箇所としましては、旧八代市で道の平線

ほか１路線の２０カ所、坂本町で袈裟堂深水線

ほか５路線の１０３カ所、泉町で南川内線ほか

３路線の１０カ所、市内合計で１２路線の１３

３カ所であります。 

 内訳としましては、崩土、落石、倒木などの

処理経費として需用費７００万円と、付議の補

助災害に係る測量設計委託費として２００万円

及び災害復旧工事費として１３００万円を計上

しております。 

 特定財源としまして、県支出金６９５万円及

び市債５４０万円を予定しております。 

 次に、目３・水産業施設災害復旧費で、補正

額７５万６０００円を計上し、補正後の金額を

同額の７５万６０００円とするものです。 

 本年４月より供用開始しております八代市水

産物荷さばき施設が、台風１５号により施設の

東側面にある屋外機器の一部が被害を受けたた

め、修繕費用として需用費７５万６０００円を

お願いするものです。 

 被災状況としましては、雑排水用ポンプカバ

ーや浄化槽制御盤点検用窓の破損、また強風に

より巻き上げられた砂で海水加温冷却ユニット

の外部塗装の損傷、内部に砂が吹き込んだこと

などです。 

 八代市水産物荷さばき施設は、本年度から平

成３３年度までの６年間を長期かつ独占的な利

用として八代漁業協同組合に許可しており、使

用料は無料であるものの、光熱水費や設備の老

朽化等に伴う修繕費等の維持管理費用について

は、利用者側で負担することとしております。

が、例外として、自然災害による施設の修繕に

ついては市が負担することとしているために、

補正をお願いするものです。 

 以上で補正予算に係る説明は終わりますが、

先ほど笹本委員から御質問がありましたよう

に、このほかにも台風１５号関連で、特に農産

物関係で多大な被害が発生しておりますので、

お許しをいただければ、引き続き被害状況を別

添資料により説明させていただきたいと思いま

す。よろしいでしょうか。（委員長増田一喜君

「はい」と呼ぶ） 

 それでは、経済企業委員会資料、――お手元

に配付してあると思いますが、台風１５号によ

る農業被害の概況という資料をごらんいただき

たいと思います。これになります。よろしいで

しょうか。はい。 

 １ページになりますが、まず、農作物の被害

でありますけれども、市内全域で、水稲を初

め、露地野菜、施設野菜での倒伏、果樹では落
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下や枝折れの被害が発生しております。 

 なお、農産物の被害状況につきましては、現

時点での集計であり、確定したものではありま

せんので、作物ごとの被害面積及び被害額につ

きましては、読み上げを省略させていただきた

いと思います。 

 また、被害面積で上段の表と下段の表で数値

が違っておりますが、これは市の調査、――上

段になりますが、市の調査では圃場を巡回して

目視で確認したもの、下段のＪＡやつしろ分に

つきましては、農家からの被害報告も含まれて

いるために大きくなっております。 

 次ページになりますが、農業施設の被害状況

につきましては、施設園芸のビニールハウスで

全壊、半壊、ビニール等の破損が目立っており

ます。特に単棟のパイプハウスでは全壊被害が

多くなっているようです。 

 作物ごとの被害面積、被害額、また上段、下

段の被害面積の差につきましては、先ほどと同

様になりますので、省かせていただきます。 

 簡単ではありましたが、農業被害の概況報告

にさせてもらいます。 

 以上で一般会計補正予算・第６号中、農林水

産部関係分の説明を終わります。御審議方よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 養殖いかだの件につい

てですが、あん人たちは大分頑張っておらした

けんですたい、補助してあげたかという気持ち

で質問すっとですが、補助割合については皆さ

んで検討されたと思うとですよね。だけど、も

ともとの積算がですたい、こっでよかていうと

ならそっでよかっですばってん、してみて足ら

ぬだったちゅう話じゃですたい、やっぱそれじ

ゃいかぬどし。その辺の根拠はしっかりしたも

のなのかなというとばちょっと心配すっとです

が、その辺についてちょっと、どのような積算

ば行われたかと。 

○水産林務課長（沖田良三君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、沖田水産林務

課長。 

○水産林務課長（沖田良三君） 鏡の養殖いか

だの復旧につきましては、これまで鏡町漁協さ

んあたりと直接被害の状況、それと復旧の需用

費等聞き取りを行っております。 

 で、具体的には、養殖いかだ１基約１５０万

円ということで、これは主に資材費でございま

す。はい。で、これは組み立ても、前回までも

漁業者の方が自ら組み立てを行っておられます

ので、今回のこの事業に関しましても、資材費

のみで、あとの組み立てについては漁業者で行

いたいということで、需用費についてはもうこ

れでオーケーということで聞いております。 

 以上です。（委員亀田英雄君「はい、了解し

ました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。農業施設災害復

旧費の農業施設復旧費、深水生活改善センタ

ー、約１０００万ですね。これは建物の、要す

るに、屋根が破損したということだろうと思う

んですが、これは、改善センターは公の施設の

保険には入ってないんですかね。普通は、公の

施設の場合は一括して共済制度があって、保険

を掛けて、後で諸収入で入ってくるんですけ

ど、これはそれには適用にならないということ

ですよね。どんなですか。 

○農林水産政策課長（小堀千年君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 小堀農林水産政策課

長。 
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○農林水産政策課長（小堀千年君） すいませ

ん。今御質問の保険の部分については、ちょっ

と私どものほうで把握してございませんでし

た。後で調べて御報告させていただきたいと思

います。 

○委員長（増田一喜君） それでよろしいです

か。（委員松永純一君「はい」と呼ぶ） 

 ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。農業施設の災害

復旧事業で排水機場とか１カ所ということであ

りますが、すいません、ちょっとわからぬので

教えてほしいんです。 

 排水機場、発電機のエンジンに雨漏りがし

て、それが壊れたという（｢内部から」と呼ぶ

者あり）ことだったですか。 

○委員長（増田一喜君） 潮崎農地整備課長。 

○農地整備課長（潮崎 勝君） 農地整備課、

潮崎です。 

 通常、排水機場は建物の中に入ってますの

で、一般的に風でどうして災害があったかとい

う御疑問があろうかと思いますので、図面もち

ょっと準備しておりますので、それを使って御

説明させていただきます。（笑声） 

 あ、すいません、出し惜しみで。（笑声） 

 はい。口で説明すると長くなると思いました

ので準備しただけですけども、南部排水機場の

写真でございますけども、このようにですね、

赤く塗ってますのが換気口といいまして、エン

ジン稼働しているときの室内の温度を下げるた

めに、喚起をさせる窓をあけております。角度

的にはこのようにあいてますんですが、これが

固定式なもんですから、開閉するような装置に

なっておりません。 

 で、今回、暴風雨で横からの風が入り込み、

この水滴がですね、この機械類に当たってしま

ったとお考えください。機械と配電盤にです

ね。で、発電機が、機械計器がショートしまし

て、冷却水が上がって循環できなくなって、自

動的に機械が異常を発生してとめてしまったと

いうことで、そういう機械、機器類の雨による

故障が起きましたもんですから、もう電源が入

らなくなったという状態でございます。（｢完

全につかったちゅうわけじゃないんですね」と

呼ぶ者あり） 

 はい。雨水がかかってしまったと。はい。

（｢上からかかったちゅう」と呼ぶ者あり）は

い。このあたりのここ辺のあたりにこう水が浸

透してますし、現場に行ったときは、ほぼこの

あたりはもう雨水、雨が降ったような状態だっ

たということになります。 

○委員長（増田一喜君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。ほかにも同じよ

うな開閉式ちゅうか、風がもう通っていくよう

な施設というのはほかにもありますか。 

○委員長（増田一喜君） 潮崎農地整備課長。 

○農地整備課長（潮崎 勝君） 申しわけござ

いません。おおむね各排水機場必ず温度を逃が

すという窓のあいた部分がございますので、今

回は風向きがたまたまこの方向だったというこ

とで、こういうケースは過去にこれが初めての

経験でございます。 

 もちろん、これも今後対応をですね、考えて

いかぬばいかぬということで、さしずめ今回の

ケースは、この機械類の直接当たるこの窓にで

すね、ある程度のスライドの板とか開閉式のや

つを入れといて、台風のときには閉めるような

対策を今考えているところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。その対策考えて

おられるということで安心したっですけど、詳

しいですね、現場の方が多分詳しいと思うん

で、その開閉式とかってするとですね、また何

かそんときだけこう出ていってからですね、ま
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たこうせぬばとか、人的なものがですね、労力

がかかってくるとか、そういったものあるかと

思うんですよ。 

 私ちょっとわからぬとですけど、そん雨水が

入って分電盤とか電気とかですね、やられたと

かっていう話だったんで、防雨対策ちゅうか、

雨ん水が入らぬような、何ちゅうとですかね、

防水対策ていうとですか、そういうとがあるよ

うなやつばあらかじめ設置したりとか、そうい

うふうなことで、同じようなこの対策ばすっと

じゃなくてですたい、新たにそういったもう手

がかからぬような、ばってんもう次来てもなら

ぬようなと、そういったものばちょっと考えて

ほしいなということで今質問させていただいた

んで、よろしくお願いします。 

 すいません、意見まで言ってしまいました。

（笑声） 

○農地整備課長（潮崎 勝君） はい。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

 はい、潮崎農地整備課長。 

○農地整備課長（潮崎 勝君） ただいまの委

員の御指摘も踏まえましてですね、機械類とか

配電盤の防水対策という御指摘かと理解いたし

ましたので、ちょっと専門的な分野、研究して

みたいと思います。ありがとうございます。 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかにありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

 意見ありませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 災害ですが、皆さんの

生活に直結する部分ですのでですね、役所とし

ても最大の支援、――通常の業務に加えての仕

事なんですが、最大の支援というものをです

ね、ぜひお願いしたいというふうに考えます。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） ほかに意見ありませ

んか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。先ほど鏡漁協さ

んのですね、カキのいかだの話もありましたけ

れども、委員のほうからもですね、意見ありま

したけれども、非常にですね、経済企業委員会

としても、見に行ってですね、視察もさせてい

ただいて、非常にことしはいい状況というのは

伺ってたんで、非常にですね、残念というか、

また、一生懸命されてた方、漁業者の方々です

ね、本当に気を落とされてるんじゃないかとい

うふうに思いますんで、亀田委員言われました

けれども、最大限のですね、お手伝いというか

ですね、助成のほう、よろしくお願いしたいと

いうふうに思います。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で第５款・農林水産業費及び第１０款・

災害復旧費中、農林水産部所管分についてを終

了します。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午前１１時０６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０８分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、第６款・商工費及び第１０款・災害復

旧費中、経済文化交流部所管分について一括し

て説明願います。 

○経済文化交流部長（池田孝則君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、池田経済文化

交流部長。 

○経済文化交流部長（池田孝則君） はい。そ
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れでは、続きまして、議案第８９号・平成２７

年度八代市一般会計補正予算・第６号中、第６

款・商工費及び第１０款・災害復旧費につきま

して、同じく宮村総括審議員兼次長が説明いた

しますので、よろしくお願いいたします。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮村経済文化

交流部総括審議員兼次長。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） はい。宮村でございます。よろしくお願

いいたします。 

 座って説明させていただきます。 

 早速でございますけれども、議案第８９号・

平成２７年度八代市一般会計補正予算・第６号

の１３ページをお開きください。１３ページで

ございます。 

 款６・商工費、項１・商工費、目３・観光費

としまして、補正額３５２０万円を計上してお

り、補正後は４億５２０１万４０００円となり

ます。 

 財源内訳欄をごらんください。全額、国の地

域住民生活等緊急支援のための交付金でござい

ます。 

 説明欄にありますクルーズ船等による外国人

観光客誘致事業につきまして説明いたします。 

 この事業は、ただいま申し上げましたとお

り、地域住民生活等緊急支援のための交付金、

いわゆる地方創生先行型の上乗せ交付分を活用

し、外国大型クルーズ船の乗客及び乗務員に対

する受け入れ態勢の強化を図り、本市のみなら

ず県南地域の活性化を図るものでございます。 

 具体的な事業内容といたしましては、まず、

基礎調査・戦略計画策定業務委託事業といたし

まして７００万円を計上し、外国クルーズ船乗

客を中心に、その他外国人の観光客や外国語教

師、在日外国人等の消費動向調査、あるいは嗜

好調査、クールジャパン資源調査を実施し、外

国人観光客受け入れのための戦略計画を策定す

る予定としております。 

 次に、外国人旅行者とのコミュニケーション

ツール確保事業といたしまして、４５０万円を

計上しております。 

 内訳といたしましては、外国語通訳ガイド料

が１０人の２回分７０万円、通訳ガイド養成講

座１０回分の講師料が３０万円、インターネッ

ト接続ポケットＷｉ－Ｆｉ１００個の購入費が

２００万円、インターネット接続ＳＩＭカード

３００回相当分の購入費が１５０万円を予定し

ております。 

 次に、八代市・県南観光物産ＰＲ業務委託事

業としまして１５００万円を計上し、商談会や

観光展への参加、観光エージェントへの招聘ツ

アー、船内等放映用映像作成、観光旅行パッケ

ージ商品開発、おもてなしパフォーマンス等を

業務委託する予定としております。 

 次に、八代市・県南観光アクセス運行費補助

事業といたしまして２００万円を計上し、市内

県南地域を周遊するタクシー、貸し切りバス等

の運行に対し補助するもので、タクシーが７０

台分、バスが２０台分、いずれも補助割合は３

分の１を予定しております。 

 次に、受入組織機能強化委託事業といたしま

して４７０万円を計上し、八代よかとこ宣伝隊

が地方版ＤＭＯ機能を持つことを視野に入れ、

旅行業の有資格者等の人材を活用し、ＤＭＯに

関する調査を行い、組織の機能強化を図る予定

としております。 

 次に、クレジットカード端末機購入経費事業

といたしまして２００万円を計上し、外国人観

光客等に対し、銀聯カード等のデビットカード

やクレジットカード対応機能のレンタルを行

い、購買力の向上を図るものでございます。 

 以上がクルーズ船等による外国人観光客誘致

事業でございます。 

 次に、１７ページをお開きください。 
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 １７ページでございますが、款１０・災害復

旧費、項４・文教施設災害復旧費、目４、――

さらに一番下ですが、・社会体育施設災害復旧

費といたしまして、補正額１５９５万６０００

円を計上しております。財源内訳といたしまし

ては、地方債が７１０万円、一般財源が８８５

万６０００円でございます。 

 歳出の内訳といたしまして、節欄の需用費の

１３８４万６０００円は、今回の台風１５号で

被害を受けました体育施設の窓ガラスや屋根、

外壁など建物の損傷及び防球ネットやフェン

ス、ダッグアウトなどの屋外工作物の損傷に伴

う修繕料でございます。委託料２１１万円は、

施設の樹木の倒壊に伴う風倒木の撤去・処分費

及び防球ネット支柱などの撤去に係る委託料と

なっております。説明欄にありますように、台

風１５号災害復旧事業といたしまして、社会体

育施設２１施設分を計上しておりますので、そ

の被害の内容につきましては、台風１５号によ

る社会体育施設の被害状況一覧と被害状況写真

の資料を配付をいたしておりますので、そちら

をごらんいただければ幸いでございます。 

 お配りしております資料の冒頭に、台風１５

号による社会体育施設の被害状況一覧（災害復

旧事業２１施設）と書いた資料と、それから写

真でございます。こちらをごらんいただきたい

と思います。 

 主なもののみを説明させていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

 まず、被害状況一覧の１ページ及び被害状況

の写真の１ページをごらんください。 

 ３番目、八代市スポーツコミュニティ広場を

ごらんください。樹木の倒壊処理費用といたし

まして３３万２０００円、駐輪場屋根の破損修

繕費用といたしまして１２８万２０００円、観

覧席芝シートの損傷修繕費用として２７万８０

００円、計１８９万２０００円を予定しており

ます。 

 次に、飛びますが、７番、市球技場欄をごら

んください。写真は３ページとなります。樹木

の倒壊処理費用といたしまして４２万７０００

円、観覧席屋根の破損修繕費用といたしまして

７７万７０００円、計１２０万４０００円を予

定しております。 

 被害状況一覧表の２ページをお開きくださ

い。 

 １１番、千丁西グラウンド欄をごらんくださ

い。写真は４ページとなります。３塁側ベンチ

屋根の破損修繕費用といたしまして１３７万

円、倉庫窓ガラスの破損修繕費用といたしまし

て１万２０００円、スコアボードの破損修繕費

用といたしまして７万３０００円、計１４５万

５０００円を予定しております。 

 次に、被害状況の１ページをおあけいただき

まして、施設番号１６番をごらんください。１

６番、北新地グラウンド欄でございます。写真

は６ページになります。樹木の倒壊処理費用と

いたしまして３０万３０００円、防球ネットの

破損修繕費用といたしまして４６４万３０００

円、計４９４万６０００円を予定しておりま

す。 

 次に、その下、１７番の東陽スポーツセンタ

ー欄をごらんください。写真は７ページになり

ます。体育館の屋根の破損修繕費用、体育館軒

下壁の破損修繕費用及び外通路屋根の破損修繕

費用といたしまして、合計９０万６０００円、

体育館ステージフローリングの損傷修繕費用と

いたしまして６万５０００円、雨漏り等により

火災報知器及び誘導灯の損傷修繕費用といたし

まして１６万６０００円、合計１１３万７００

０円を予定しております。 

 次に、その下、１８番、東陽運動公園欄をご

らんください。写真は７ページとなります。ダ

ッグアウトのベンチの破損修繕費用といたしま

して８７万１０００円、ダッグアウトの屋根の

破損修繕費用といたしまして４７万９０００



 

－20－

円、合計１３５万円を予定しております。 

 主なのみ説明させていただきましたが、社会

体育施設復旧の２１施設の説明をこれで終わら

せていただきたいと思います。 

 恐れ入りますが、補正予算書の１８ページ、

次のページお開きください。 

 款１０・災害復旧費、項５・その他公共施設

・公用施設災害復旧費、目１・商工施設災害復

旧費としまして、補正額１３７２万２０００円

を計上しております。財源内訳といたしまして

は、地方債が１２５０万円、一般財源が１２２

万２０００円でございます。説明欄にあります

台風１５号災害復旧事業、観光施設復旧１１施

設につきまして、社会体育施設と同じように資

料をお配りさせていただいておりますので、そ

ちらをごらんいただきたいと思います。 

 被害状況一覧の、――資料をお持ちでない方

はいらっしゃいますか。（｢これある。こっだ

ろ」と呼ぶ者あり）はい。（｢担当箱に入っと

ったです」と呼ぶ者あり）（｢ああ、担当箱に

入っとった」と呼ぶ者あり）（｢ああ、担当箱

に入っとったのか」と呼ぶ者あり） 

 じゃあ、委員長、資料をお配りさせていただ

いていいですか。はい。じゃ、すいません。皆

さんないですか。（｢うん。いや、あっ、なら

持ってきちょらぬ」と呼ぶ者あり）（｢きのう

渡したとこもあるやろ」と呼ぶ者あり）（｢担

当箱に入っとった」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） いいですか。（経済

文化交流部総括審議員兼次長宮村明彦君「は

い。これは裏表１枚物でございます」と呼ぶ）

（｢失礼しました」と呼ぶ者あり） 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） よろしいでしょうか。（｢はい」と呼ぶ

者あり）はい。 

 こちらも主なのみ説明をさせていただきま

す。 

 説明欄の１番目、日奈久温泉東湯の欄をごら

んいただきたいと思います。写真は、恐れ入り

ますが、裏面になります。こちらは、排煙用の

煙突倒壊修繕費用といたしまして１０２万６０

００円を予定しております。 

 次に、飛ばしまして、４番の黒島欄をごらん

ください。浮き桟橋の防舷材の破損修繕費用と

いたしまして２３４万９０００円、バイオトイ

レの風車式換気扇の羽の破損修繕費用といたし

まして１２万２０００円、休憩所の鉄筋筋交い

破損修繕費用といたしまして１７万円、計２６

４万１０００円を予定しております。 

 次に、８番、さかもと温泉センタークレオン

をごらんください。瓦の飛散及び露天風呂壁倒

壊等修繕費用といたしまして６９２万９０００

円を予定しております。 

 次に、その下、９番、東陽交流センターせせ

らぎ欄をごらんください。２階バルコニー木製

手すり破損修繕費用といたしまして２１５万２

０００円を予定しています。 

 以上で観光施設復旧１１施設の説明にかえさ

せていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

 なお、今回の補正予算といたしましては計上

しておりませんが、文化施設及び文化財の被害

も幾つか出ておりますので、資料をお配りさせ

ていただいてますので、あわせて説明させてい

ただきますので、よろしくお願いいたします。 

 台風１５号による文化施設の被害状況一覧、

１枚裏表と、もう一つが文化財の被害状況一

覧、裏表でございます。ございますでしょう

か。（｢担当箱に入ってます」と呼ぶ者あり）

（｢担当箱ですね」と呼ぶ者あり）笹本委員さ

んはございますでしょうか。（委員亀田英雄君

「どうぞ」と呼ぶ） 

 よろしいでしょうか。（｢はい」と呼ぶ者あ

り） 

 文化施設のほうから説明させていただきま

す。 
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 厚生会館のグリルのひさしのテントが破損し

ております。同じく厚生会館の第２駐車場の門

扉が破損したため、廃棄とし、トラロープにお

いて対応しております。写真は裏になりますの

で、そちらごらんになりながらお聞きいただけ

れば幸いでございます。 

 千丁文化センターが、ボイラー、空調、温泉

用の灯油の給油口カバーが紛失しております。 

 鏡文化センターが、屋外ステージの外壁が破

損しております。 

 いずれも既設の予算で対応をすることといた

しております。 

 次に、文化財の一覧表をごらんください。 

 市指定有形文化財、植柳小学校の旧講堂です

が、窓ガラスが数枚割れて落下しております。

扉の一部が破損し、応急処置を行っているとこ

ろでございます。 

 市指定天然記念物、薬師堂のギンモクセイ、

坂本にございますが、幹回り３.３メートル、

高さ１５メートルの樹木が二股に分かれ、枝の

うち片方が折れて隣接する公民館の屋根に落下

しております。所有者が撤去されております。 

 ３番目、市指定有形文化財、門前古墳出土石

材、龍峯にありますけども、長さが２.５メー

トル、幅１メートルの装飾古墳の石材が倒壊

し、大きく割れております。所有者であります

地元の町内会と復旧策を今検討しております。 

 それから、民間の施設でございますが、４番

目、国登録有形文化財、旅館金波楼さん、こち

らは屋根、外塀、窓ガラス、障子等に大きな被

害、損害を受けているところでございます。４

番目の金波楼さんにつきましては、建物の保険

で対応されるというふうに聞いております。 

 以上で説明を終わります。御審議よろしくお

願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） クルーズ船等による外

国人観光客誘致事業についてですが、先ほど１

０００万という話もちょっと聞いたんですが、

その違いと、――先ほど私が聞き間違ったか

な。前の事業、タイプ２が１０００万ちゅう話

やったかな。その辺の話と、事業名はいっぱい

こう出てくっとですが、イメージとしてです

よ、どんなことをされるのか、ま一遍、ま一回

詳しくこうイメージを膨ら、こんなことをすっ

とですたいというような話をちょっとわかりや

すく話をしていただきたいというふうに思いま

した。 

 と、あと５番目の受入組織強化機能ていうと

が、こんＤＭＯていうとは何なのかなというと

と、よかとこ宣伝隊が取り組む、よかとこ宣伝

隊でよかっですかねてちょっと思うたもんです

けん、その辺の話。 

 ちょっとイメージを膨らませて、詳しくお話

しいただければなと思います。 

○観光振興課長（岩崎和也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 岩崎観光振興課長。 

○観光振興課長（岩崎和也君） お疲れさまで

す。観光振興課、岩崎です。よろしくお願いし

ます。 

 イメージをということです。まず、クルーズ

船がたくさんことし来るようになりました。

で、大概のお客様が熊本市とか県北とかという

ようなことで、なかなか八代にとどまることが

ないということで、八代への地域経済への波及

効果が少ないというようなことを問題、課題と

いたしまして、まずは、とにかく外国人の方々

がどういったことが、見る、食べる、遊ぶ、ど

ういったものがいいのか、そういった基礎調査

をやりまして、それ以外にも、外国人の観光客

だけじゃなくってですね、例えば、在日の外国

人の方、クルーズ船だけじゃなくて、在日の外



 

－22－

国人の方、そういった方々にもヒアリング、あ

るいはアンケート調査をしまして、それらの結

果を踏まえまして、じゃあ、八代型の外国人の

おもてなしの戦略はどういったものがあるだろ

うかというような計画をまずつくろうというよ

うなことを考えております。 

 で、その計画を踏まえまして、今年度できる

もの、それから中長期的にできるもの、そうい

ったものを実践していくということになりま

す。 

 短期的にできるものの一つとしまして、ま

ず、外国人のガイド、こういった人たち、今ま

で何人かいらっしゃいますけれども、十分なお

もてなしができてないというような状況を見ま

して、外国人のガイドを必要な、例えば、シャ

トルバスに乗車するだとか、あるいは観光地、

あるいは商店街、あるいは文化財の施設とか、

そういったところに配置しましておもてなしを

するということで、八代のよさを十分わかって

もらって、国のほうに持ち帰ってもらって、そ

れを口コミで広げてもらえればなというような

ことを考えております。 

 あわせて、外国人の通訳、観光ガイドの方々

がなかなか少ないもんですから、そういった方

々を多く養成したいというようなことで、そう

いった講座を開きます。 

 それから、八代市の、あるいは、もう今回八

代市だけじゃなくって県南の１５市町村、こう

いった市町村の広域的な観光を振興を進めてい

くというような観点から、現地への商談会、あ

るいは観光展への参加、エージェントの招待ツ

アーあたりを開きまして、あるいは参加しまし

て、八代、あるいは県南地域のですね、よさを

アピールしていくというような事業でございま

す。 

 その大きなものとしましては、八代市、ある

いは県南地域の非常に魅力、そういったものを

映像化しまして、可能であるならばクルーズ船

の船内で放映したりとか、あるいはハッチ、い

わゆる外国のほうでそういった映像を公開する

場所があれば、そういったところに依頼して放

映してもらって、八代、県南地域のよさを知っ

てもらおうかというような動きをやります。 

 それから、八代、県南地域への観光アクセス

強化事業というようなことで、一旦来るのはい

いんですけど、クルーズ船もそうなんですけれ

ども、実は、ツアーで出られる方もいらっしゃ

います。しかしながら、船内に残る方もいらっ

しゃいます。そういった方々で何とか時間を有

効に過ごしたいなあちゅう方々を自由に、ある

程度自由度のきく動き方をしてもらおうという

ようなことで、タクシー、あるいは貸し切りバ

ス、そういった方を運行される事業者さんにで

すね、助成をいたしまして、外国人の方々がリ

ーズナブルに八代、あるいは県南地域を周遊で

きる、そういったアクセスの強化をやりたいと

いうふうに考えております。 

 それから、受入組織強化事業というようなこ

とで、八代よかとこ宣伝隊というようなこと、

御存じかと思いますけれども、そこが地方版Ｄ

ＭＯ機能を持つことを視野に入れましてです

ね、そこが中心となって外国人の受け入れの窓

口としたいというふうに考えております。 

 先ほど御質問にありました、ＤＭＯという非

常に新しい言葉が出てきてまいりました。我々

も非常に何なのかなというふうに思ったところ

ですけれども、これは、――英語は余り得意じ

ゃありませんけど（｢わかります」と呼ぶ者あ

り）、ディスティネーション・マーケティング

・マネジメント・オーガニゼーションというよ

うなことで、要するに、今までは、観光協会と

かそういった観光の受け入れもととしまして

は、広報、キャンペーンに行ったりだったと

か、そういった広告宣伝を打つだとか、そうい

ったことがメーンでありました。 

 しかしながら、国が今地方創生の中で進めよ
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うとしているのが、――これ外国で始まった事

業、大もとはハワイあたりでやってる機能なん

ですけれども、要するに、よくＰＤＣＡとか言

われます。プラン（｢ドゥ」と呼ぶ者あり）・

ドゥ・チェック・アクション。はい。この機能

を持つと言ってる。 

 どういうことかといいますと、まず、マーケ

ティングちゅうお話をさせていただきましたけ

れども、これは市場調査。もうどういったニー

ズがあるのか、そういったところから、まず

は、そういった業務もやりますよ。それから、

そのニーズを踏まえて、どういった人たちが八

代に来るのか、どういった手法で八代に呼び込

むか、そういった観光、いわゆるエージェン

ト、旅行会社みたいな機能を持つこと。それか

ら、今やったそういった事業がどうなのか、い

いのか悪いのか、どうしたらもっと観光客が来

るのだろうかというような評価を行います。そ

の評価を踏まえまして、次年度の戦略を実施す

るというようなことで、これらのＰＤＣＡをで

すね、マネジメントする組織となるというよう

なことです。 

 後ほど所管事務調査のほうでですね、詳しく

は説明させていただきたいというふうに思いま

すけれども、そういった外国人を中心とした受

け入れ機能の強化を図りたいというふうに考え

ております。 

 それから、最後に、直接影響があるのが、今

外国人の方、中国のほうから爆買いというふう

なお話があって、その一つのツールといいます

か、銀聯カードというのがよく使われると。こ

れはもうプリペイドカード、デビットカードと

言われるもので、それらを処理する機械が、あ

る程度のところには整備してありますけれど、

まだ未整備のところがあります。そういったと

ころに、市のほうで購入して、それをレンタル

するというような事業で、短期的に、今回、今

年度来られるお客様方を短期的にもてなす事

業、それから中長期的にもてなす事業、そうい

ったものを仕分けして、今回の事業として組み

立てて御提案するものでございます。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） はい。八代への経済効

果を出すための事業だと。が今度もしたいとい

うような話だったかと初めて聞いたっですが、

もう既にですよ、クルーズ船な来っとじゃなか

ですか。で、今からですばい、どのような調査

が必要かというとば調査すっていうていう話は

ですたい、もっと早くするべきだったというふ

うに思うとですよ。あってもう阿蘇とか県北に

行くていうとは自分たちもわかっとっ話だけん

ですたい。そんならそん手前でどげんかしとか

ぬばんだったというふうにちょっと思うて聞い

たっですよね。 

 で、こん計画早うなっだけ急がぬばんと。い

つまでしなる計画なのか。なっだけだけ自分た

ちでしなったがよかっでしょうばってんが、ど

うしてもコンサルに出しなっとでしょうけん、

いつまでの計画なのか。 

 そすと、あと、船ん中におった人をタクシー

に乗せたいて、その補助をしたいというような

話だったのかなと思いますが、こんも周知ばせ

ぬばわからぬですよね。自分たちが幾ら事業ば

持っとったっちゃ。で、そげんとばしなっと

か、しならぬとか。役所ん人、往々にして自分

たちの計画はしとっとですばってん、そん周知

方法が下手じゃなかですか。せっかくの事業も

知っとってもらわぬと困るし、その周知方法を

考えておられるのか。 

 で、よかとこ宣伝隊で大丈夫かなということ

には答えが返ってきてませんが、その辺も含め

て、今３点ぐらいですかね。 

○観光振興課長（岩崎和也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、岩崎観光振興

課長。 
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○観光振興課長（岩崎和也君） はい。お答え

いたします。 

 まず、スケジュールなんですけれども、計画

につきましては、１月１日が最後のクルーズ船

の就航日となります。（委員亀田英雄君「１月

１日が最後」と呼ぶ）はい。で、その調査結果

を踏まえまして、計画、当然戦略計画もわかっ

てることもありますので、並行して、調査と進

めながら実施しまして、２月末ぐらいまでには

つくり上げたいというふうに考えております。

３月までずれ込むこともあるかと思いますけれ

ども、早い段階で計画を練りたいというふうに

考えております。 

 それから、既にクルーズ船が参っておりま

す。その中で、我々は日奈久温泉のほうに来て

いただいたお客さんをおもてなししたわけなん

です。その中でもアンケート調査を実施してお

ります。ただ、サンプル数が少ないためにです

ね、なかなか全体の調査結果というわけにいき

ませんが、そういった調査も行っております。

そういったものを踏まえましてですね、練って

いきたいというふうに思っております。 

 それから、今回の補助事業の周知ということ

なんですけども、これにつきましては、実は、

日奈久に来るお客さんが、大半は、現在はクル

ーの方々です。乗組員の方々が多いわけです。

で、彼らは非常にフレンドリーで、我々も片言

で何とかコミュニケーションをとってるわけな

んですけど、そういう人たちとコミュニケーシ

ョンを図りながらですね、そういったクルーを

うまく、我々の話をクルーを通じてですね、口

コミで周知できればなというふうに思ってま

す。 

 それから、一番大事なのは、どうしても船会

社、それから旅行、ツアー等を事業を行う事業

者さん、こことのやっぱりコンタクト、濃密な

コンタクトが必要かなというふうに思っていま

す。そういった事業者さんとですね、うまく連

携しながら、事業の周知をできればというふう

に考えております。これは、先ほど言いました

プロモーションあたりの事業の中でですね、そ

ういったものを含めたところで周知していきた

いというふうに思っております。 

 それから、八代よかとこ宣伝隊で大丈夫だろ

うかというようなお話でしたけれども、実は、

後ほど所管事務調査のほうで御報告をというふ

うに思いましたけれども、事前にちょっと入り

口だけお話しさせていただきますと、実は、国

も地方創生というような中で、地方版のＤＭＯ

をつくれよという話をさせていただきましたけ

れども、先ほど、これは観光協会をできれば国

としてはＤＭＯ化したいというような意向があ

るようです。 

 で、その意向も当然なんですけれども、我々

こういった観光、観光と、どこの市町村も非常

に力を入れてるとこです。（委員亀田英雄君

「そうです」と呼ぶ）で、そういった中で、地

域間競争にいかに勝ち抜くか、これは大事なこ

とだと思っています。その基本となるのは、ど

うしても観光関係の、いわゆる観光協会、そう

いったものを機能強化する必要があるだろうな

というふうに考えてるとこです。 

 その一段として、組織をですね、現在の任意

団体から一般社団法人化したいというふうに思

っております。詳しくは、後ほどメリット、デ

メリット、なぜそういう法人格をとるのか、そ

ういうことについては説明させていただきます

けれども、そういった法人格を持った組織にし

て、ちゃんとした機能を、今までも十分やって

ますけれども、今まで以上にですね、機能を強

化した組織をつくり上げていきたいというふう

に思います。その機能を持った組織が窓口とな

って、今回の事業をやっていければなというふ

うに考えているところです。 

 以上です。（委員亀田英雄君「はい」と呼

ぶ） 
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○委員長（増田一喜君） はい。よろしいです

か。 

 ほかにありませんか。 

○委員（田方芳信君） はい。ちょっとよか。 

○委員長（増田一喜君） はい、田方委員。 

○委員（田方芳信君） 先ほどクレジットカー

ドの端末機器の２０台ですね、をレンタル貸し

出しということですけど、これはどういったと

ころに貸そうと思とっとですか。 

○観光振興課長（岩崎和也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 岩崎観光振興課長。 

○観光振興課長（岩崎和也君） はい。お答え

いたします。 

 商店街、中心市街地、一番近いのは中心市街

地のあたりの商店あたりでまだ未導入のとこ

ろ、あるいは観光施設、あるいは物産館等で必

要とするところに貸し出ししたいというふうに

思っております。 

 以上です。（委員田方芳信君「はい、わかり

ました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） ほかに。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。今のクルーズ客

船の関連ですけども、八代市・県南観光物産Ｐ

Ｒ業務委託、１５００万ですね。さっきの話で

は、ややもすると映像もという話もあったんで

すが、映像を入れるとかなりの金額になるっち

ゅうのは、これはもうわかり切った話ですけ

ど、１５００万というのはそう安い金額じゃな

いですね。で、県南観光物産をＰＲしていく。

そのための業務委託が１５００万ですよ。つま

り、八代市以外の市町村の観光物産のＰＲもし

ていくということですけど、他の市町村はこれ

に負担金は出されないんですか。それとも、他

の負担金もあわせて業務委託をするということ

ですか。八代市のみで他の地域もやるというこ

とですか。 

○観光振興課長（岩崎和也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 岩崎観光振興課長。 

○観光振興課長（岩崎和也君） はい。お答え

いたします。 

 八代以外の市町村のＰＲもするということで

す。八代にもたくさんの観光資源がございま

す。しかしながら、周遊させるといった場合

に、やっぱりどうしても県南地域のたくさんの

観光資源、そういったものとスクラムを組ん

で、外国人の方々をですね、誘客できればなと

いうふうに考えております。 

 実は、昨年度に、県南の１５市町村で、――

１５市町村、県南地域のですね、県南広域本部

が窓口となりまして、県南の１５市町村の観光

の連絡会議を設置しております。で、今年度も

事業をですね、県のほうでも展開しようかとい

うふうなお声かけがあったんですけれども、十

分な準備がとれなかったということで、八代市

がどうしても県南地域の中心市としての役割を

果たすべきかなというようなことで、今回、市

のみの負担で事業を実施するというようなこと

です。 

 来年度以降は、今年度１５市町村の準備をや

りますので、来年度は、もちろんこの地方創生

の交付金を使って実行委員会を立ち上げ、その

中で連携事業をやっていければなというふうに

思っております。 

 以上です。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。八代市がです

ね、他の市町村の分もＰＲすると。これは恐ら

くですね、８月３１日にいただいた八代版総合

戦略、――きょうは福永部長がおいでですが、

あの中にですね、県南の雄都として県南地域を

牽引していくという言葉が載ってるんですよ

ね。恐らくそういったことに基づいて、八代市

が主体的に他市町村の分、牽引していくという
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ことですが、私はですね、じゃあ、ほかの１４

の市町村が八代市に牽引してもらいたいかって

いうと、私はそうは考えない。やっぱりそれぞ

れのですね、地域が独自性を出してですね、恐

らく他の市町村の総合戦略の中には、八代市に

引っ張っていってもらいたいなんかっていうの

は、多分書いてないだろうと思うんですよね。 

 ですから、やっぱりそれは大事なことではあ

りますけども、特に観光については広域的な視

点というのも大事なことです。ただ、やっぱり

そういう共同して、あるいは関連して事業を進

めていくならば、当然ですね、他の市町村から

も、いや、私たちもそれは応分の負担をしまし

ょうというふうになってくるのが当然じゃない

かなと。八代市がそういう牽引していく市町村

であってもらいたいというのはわかりますけど

も、そういった観点もいかがでしょうかという

ふうに思います。 

 それから、今回のですね、このクルーズ客船

については、委託料が２６７０万計上してある

わけですね。で、１つは基礎調査・戦略計画策

定業務の委託が７００万、そして、ただいまの

観光物産ＰＲが１５００万、そして、受け入れ

組織機能強化というのが４７０万ですね。 

 で、受け入れ態勢強化については、何かよか

とこ宣伝隊ちゅう話もあったんですけども、こ

れは５０万以上ですから、なかなか随意契約の

対象にはなりにくいと思うんですよね、地方自

治法からいきますと。よっぽど理由をつけない

とできないと思うんですが、これ、それぞれに

委託をされる予定なのか、あるいは、１つ目、

２つ目を一緒にするとか、２つ目、３つ目は関

係が、――３番と５番ですかね、これ関連があ

るから一緒にするとか、そのあたりの考えはい

かがでしょうか。 

○観光振興課長（岩崎和也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 岩崎観光振興課長。 

○観光振興課長（岩崎和也君） お答えしま

す。 

 委託料についての３つの事業がありますけれ

ども、これについては、現在のところ、それぞ

れ委託したいというふうに考えております。た

だ、今後、議員のアドバイスのように、必要で

あればそういったことも検討してみたいという

ふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。委託料はです

ね、工事請負費あたりと違って、直接工事費プ

ラス一般管理費とか経費という積算じゃないで

すからわかりますけども、関連があればです

ね、一緒にされたほうがいいんじゃないかとい

うふうに思います。 

 あと１点、災害復旧ですけども、いわゆる社

会体育施設とか観光施設の災害復旧はあります

けども、先ほど小堀課長にもですね、農林水産

業費で聞いたんですが、公の施設として観光施

設あたりも市町村の災害共済、いわゆる保険制

度があると思うんですが、それは今回該当にな

らないっていうことでいいんですかね。特定財

源の中に入ってないもんですからお尋ねするん

ですけども、部署が違いますよね、災害共済は

ですね。ですから、今でなくてもいいんですけ

ども、そういう観光施設とか社会体育施設とか

っていうのは、そういう災害共済制度、いわゆ

る保険適用になると私は思うんですけども、そ

のあたり後でもわかれば、今わからなくても。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮村経済文化交流部

総括審議員兼次長。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） はい。申しわけございませんが、承知し

ておりませんので、後ほど資料を持って委員さ

んに説明に上がります。よろしくお願いいたし

ます。 
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○委員長（増田一喜君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（亀田英雄君） よかですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 災害に話が及んだの

で、災害について１点お聞きしたいと。 

 文化財の部分についてなんですが、坂本の部

分です。公民館の屋根に落下したっですよね。

で、所有者がおったて私知らんだったっです

が、このような事案についてですよ、公民館が

破損したときに、市の文化財が公民館を破損さ

せたという、結果はですよね。そのようなとき

に、公民館の修理費とか補助金というのはない

んですかね。大変苦慮されてるような話も聞き

ましたが。 

○文化振興課長（吉永 明君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 吉永文化振興課長。 

○文化振興課長（吉永 明君） はい。文化振

興課です。 

 文化財が毀損した場合の、例えば、処理とか

復旧のための費用の補助というのが、国、県、

市、それぞれ補助の制度はございますが、それ

によって建物が壊れたという場合は今までなく

って、また、制度の上でも、――ちょっと確認

しないといけませんが、今までは対応したこと

はございません。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 大変、何かですね、地

区では何か話題になったらしかっですよ。で、

ある人間は、もうそんな迷惑なものならですた

い、伐採してくれていう話もあっとですよ。も

う３本あったっが１本になってしまったけん、

また今度は倒れて、また公民館に行きますよ。

で、行政として補助金ば出してくれぬなら、地

区で出さんばんじゃなかですか。そんなら伐採

してほしいて言う人がいるらしいんですよ。

で、なかぬならですたい、で、地区で出さんば

ならぬとですけん、検討していただきたい――

意見なんですが、というふうに考えます。 

○委員長（増田一喜君） はい、吉永文化振興

課長。 

○文化振興課長（吉永 明君） はい。樹木の

場合は、折れたものを取り払って、で、それ以

上、例えば、割れたところ、折れたとこから腐

っていかないような措置というのを考えており

ますけども、当然、文化財自体の保護につなが

るような方法を考えていきたいと思います。 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

 ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。クルーズ船のや

つに戻りますけど、基礎調査のところで、先ほ

ど亀田さんも言われたっですが、国の補助金が

来たけんがするというふうにしか映らないんで

すよ。何か非常にですね、これ、この契機に人

を呼び込んでっていうような意気込みがです

ね、あるんであれば、補助金がなくてもやるべ

きだったんじゃないんですかね。何か先ほどの

答弁を聞いてれば、補助金があるからやると。

しかも７００万と、委託料も。破格ですよ。そ

れについて御意見ございませんか。 

○観光振興課長（岩崎和也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、岩崎観光振興

課長。 

○観光振興課長（岩崎和也君） お答えしま

す。 

 基礎調査並びに戦略計画については、必要不

可欠な事業だというふうに考えております。今

回、地方創生の交付金があったことから、特定

財源が確保できた。たまたま渡りに船といいま

すか、はい、次年度以降はやるべきだったんで

すけれども、今回そういった、今年度交付金が

来るということで、たまたま前倒しして事業を
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実施したというようなことです。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。いつも遅いんで

すよね、何か一歩。今の、今後のですね、中国

の経済動向とか考えたらですよ、もうこんな来

ないかもしれないじゃないですか、来年度と。

そういった中で、何か非常に無意味じゃないか

なというふうに思うんですよ。まず、委託する

んじゃなくてですね、役所ででくっとじゃなか

ろうかっていうふうに非常に思うわけなんです

よね。これまでのノウハウも持ってられる。外

国にもいっぱい行っとられる。誘致しに行った

り。非常に残念だなと思うんですよね、委託っ

ていうことで。 

 で、あ、よかですか。すいません。 

 で、すいません、部長、これですよ、国が３

５２０万ですか、補助をいただいてやるという

話なんですけど、このクルーズ船に関するです

よ、費用対効果っていうか、経済効果っていう

か、そういったところはどぎゃんふうに考察し

ようとか、最終的に八代市のためになったかど

うかっていうのは、どぎゃんふうに結末はしよ

うっていうふうに考えておらるっとですか。 

○経済文化交流部長（池田孝則君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、池田経済文化

交流部長。 

○経済文化交流部長（池田孝則君） はい。先

ほどからお話ございますように、クルーズ客船

八代港に寄港いたしまして、その際には、八代

というよりは、むしろ熊本、阿蘇方面に観光客

が向かうということで、なかなか八代市の活性

化に結びついていないんじゃないかというお話

もあろうかというふうに思いますが、そういっ

た中で、今回こういった調査を行いまして、ど

うにか八代市に観光客を誘致して活性化を図り

たいということで、この事業に取り組むという

ことなんですが、これまでもクルーズ船が来た

中で、１回委員会の中でも御報告したかと思い

ますけども、経済の波及効果ということで調査

をしました。その中で、数千万という単位があ

ったかというふうに思いますけども、そういっ

た経済波及効果があったということなんですけ

ども、これからもクルーズ船がですね、来たと

きにどういった効果があるかということはです

ね、ずっと随時調査をしていきたいというふう

には思ってます。 

 なかなか客船来ても効果に結びつかないとい

うようなお話だとですね、何のためにそのクル

ーズ客船誘致してるんだというお話もあろうか

と思いますが、そこをじっくりやっぱりこう効

果があらわれるようなですね、施策といいます

か、連携組んでやっていこうということでござ

います。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。（｢答えになっ

とらん」と呼ぶ者あり）（笑声）ことしはこう

やって国のほうからですね、お金ばらまきみた

いにもらってやる事業だと思うとですけども、

きちっとやっぱ終わった後には検証をですね、

しっかりやってもらいたい。 

 で、何となくですね、やっぱ中心市街地とか

日奈久あたりに呼び込みたいっていうふうなの

がですね、ちょっと何となく見えてきてるよう

な気はですね、発言の中でするんですよ。経済

効果の話もありましたけど、やっぱそういった

ところにですね、幾ら落ちたのかとか、どうい

ったところがどういうふうにもうけたのかと

か、そういったところまできちんと調べていた

だいて、国の補助事業でお金が来てやった事業

が、今後は八代市のですね、事業につながって

いくような、また、そういったところで活用で

きるようにですね、きちんと調査のほうとかで

すね、しっかりやっていただければというふう

に思います。 
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○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） すいません、関連で。

この７００万の算定根拠、委託先、で、委託時

期、いや、その完成品の委員会の報告なりがあ

るのかどうか、そのあたりをお伺いします。 

○観光振興課長（岩崎和也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、岩崎観光振興

課長。 

○観光振興課長（岩崎和也君） はい。お答え

します。 

 まず、スケジュールにつきましては、議決を

いただき次第、早急に業者の選定あたりに着手

したいというふうに思っております。非常に専

門性が問われる事業ですので、そのあたり事業

者あたり、次年度にある程度効果が出やすい事

業者あたりを選定が必要かなというふうに思っ

ておりまして、できればコンペあたりで実施し

て、お金だけじゃなくって、真に必要な計画、

そういったものをつくり上げていきたいという

ふうに思っております。 

 それから、すいません、最後のもう一つの質

問のほうがちょっと、すいません、聞き取りに

くかったんですが。（委員前垣信三君「成果品

を、例えば、この委員会で御報告いただけるも

んかどうか。わかりますか」と呼ぶ） 

 はい。お答えします。 

 随時進捗状況をですね、報告させていただき

たいというふうに思っております。 

 以上です。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。随時はよかっで

すが、成果品をまたこの委員会で御紹介しても

らいたいというのと、７００万という根拠が示

されんかったんですが、７００万の予算内で業

務委託をしてくれとおっしゃるのか、大体この

あたりの委託なら７００万ぐらい、――変な話

ですが、どっかのコンサルあたりと事前の打ち

合わせをされて７００万という額が出たのか、

そのあたりだけをお聞かせください。 

○観光振興課長（岩崎和也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 岩崎観光振興課長。 

○観光振興課長（岩崎和也君） はい。一応業

者選定に影響のない業者さんに見積もりを依頼

しまして、事業予算化しているところです。

約、調査段階で２００万程度、それから戦略計

画を練るということで、約５００万程度という

ふうに予定しております。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） よかですね。 

 はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） わかりました。結構で

す。はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 先ほど第５款・農林水産業費及び第１０款・

災害復旧費中、農林水産部の所管分について御

質問があったように思いますけど、それについ

て小堀農林水産政策課長のほうから発言の申し

出があっておりますので、これを許します。 

○農林水産政策課長（小堀千年君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、小堀農林水産

政策課長。 

○農林水産政策課長（小堀千年君） 農林水産

政策課の小堀でございます。 

 先ほど農林の部分で、農業施設の被害といい

ますか、保険の部分について松永委員さんより

御質問があった件でお答えできなかった部分、

ここで報告させていただければというふうに思

います。 

 委員がおっしゃいましたように、市のほう、

こうした施設につきましては、財政課のほうで
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一括して建物総合損害共済というのに掛けてご

ざいまして、私どもの先ほど深水生活改善セン

ターのほうもこの中に入っておりまして、保険

掛けてございました。で、今現在、坂本支所の

ほうで、その保険請求の手続も行っているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） よろしいでしょう

か。 

○委員（松永純一君） あ、と。 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） ということは、その保

険に適用になるということですけど、予算上

は、その保険金が入ってくるのは特定財源とし

て見てないですから、後で措置するという理解

でよかっですよね。これは財政じゃないとわか

らぬかもしれぬですけん、わからぬなら答えな

らぬでよかです。（笑声）（｢そげんなっとで

すか」と呼ぶ者あり）はい、よかです。 

○委員長（増田一喜君） 答弁しますか。

（｢難しか」と呼ぶ者あり）（｢ばってん誰かが

とるわけではなかろ」と呼ぶ者あり） 

 それでは、以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） クルーズ船の話、いろ

いろ話が出たかと思います。多くの苦言といい

ますか、意見はですね、期待の裏返しだという

ふうに受け取っていただきたい。渡りに船とか

ですね、事業の前倒しとかという話で説明をさ

れましたが、多くの委員の感想は、渡りに船じ

ゃなか。泥棒ば捕まえたっちゃ、縄の練っとら

ぬじゃなかかというような話と、前倒しじゃが

という感じじゃどうもなかっですたいね。もっ

とスピード感を持って、本当言われたように、

真に必要な計画をですたい、つくっていただき

たいと。せぬば地域間競争に負けますよ。地域

間競争に負けぬごてということで、皆さんの意

見はエールだということで頑張っていただきた

いというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい。ないようで

す。 

 これより採決いたします。 

 議案第８９号・平成２７年度八代市一般会計

補正予算・第６号中、当委員会関係分につい

て、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

 それでは、午前中の審査を終了し、しばらく

休憩いたします。 

（午後０時０１分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時００分 開議） 

◎議案第９０号・平成２７年度八代市簡易水道

事業特別会計補正予算・第１号 

○委員長（増田一喜君） それでは、休憩前に

引き続き、経済企業委員会を再開いたします。 

 次に、議案第９０号・平成２７年度八代市簡

易水道事業特別会計補正予算・第１号を議題と

し、説明を求めます。 

○水道局長（宮本誠司君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） 宮本水道局長。 

○水道局長（宮本誠司君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）水道局の宮本

でございます。着座にて説明させていただきま

す。 

 議案第９０号・平成２７年度八代市簡易水道

事業特別会計補正予算・第１号について、御説
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明いたします。別冊になっております予算書の

１ページをお願いいたします。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ１０４万４０００円を追加し、歳入歳出の

総額をそれぞれ３億４４００万７０００円とす

るものでございます。 

 内容につきましては、事項別明細書で御説明

いたします。５ページをお願いいたします。 

 ３の歳出から説明させていただきます。款３

・災害復旧費、項１・災害復旧費、目１・簡易

水道施設災害復旧費でございますが、１０４万

４０００円を追加し、補正後の金額を１０４万

４０００円といたしております。 

 これは、本年８月２５日の台風１５号で被災

した簡易水道施設の災害復旧に要する経費を補

正するものでございまして、被害を受けました

木々子地区の導水管など２カ所の簡易水道施設

の復旧に要しました経費３６万４０００円、停

電に伴う発電機設置などの応急給水経費として

６８万円を追加補正するものでございます。 

 次に、２の歳入でございますが、款３・繰入

金、項１・一般会計繰入金、目１・一般会計繰

入金で、１０４万４０００円を増額し、補正後

の金額を１億３１６０万３０００円にいたして

おります。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審議お

願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） これは、水道は復旧し

たっでしょ。事業は前倒しになっと、どげんす

っと。 

○水道局長（宮本誠司君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮本水道局長。 

○水道局長（宮本誠司君） はい。こちらのほ

うは全部復旧いたしております。（委員亀田英

雄君「わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ありませんか。ない

ようです。 

 これより採決いたします。 

 議案第９０号・平成２７年度八代市簡易水道

事業特別会計補正予算・第１号について、原案

のとおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第７６号・平成２６年度八代市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定について 

○委員長（増田一喜君） 次に、決算議案の審

査に入ります。 

 まず、議案第７６号・平成２６年度八代市水

道事業会計利益の処分及び決算の認定について

を議題とし、説明を求めます。 

○水道局長（宮本誠司君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮本水道局

長。 

○水道局長（宮本誠司君） 引き続き議案第７

６号・平成２６年度八代市水道事業会計利益の

処分及び決算について、御説明いたします。座

らせて説明させていただきます。 

 別冊の平成２６年度八代市水道事業会計決算

書をお願いいたします。１７ページから２８ペ

ージが事業報告書でございます。 

 ２１ページから２２ページに２００万円以上

の建設改良工事を、２２ページに平成２５年度
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からの繰越工事を掲載いたしております。参考

までに、お配りしております資料、こちらの位

置図のほうを御参考いただければと思っており

ます。 

 建設改良事業につきましては、本年度も、配

水管整備事業といたしまして、幹線配水管の２

系統化のため、竹原町、大村町、上野町におい

て配水本管４５０ミリの布設を行うとともに、

公共下水道工事と同時施工により太田郷地区並

びに古閑中町、永碇町等の配水管未整備地区へ

の配水管布設工事を施工いたしました。 

 一方、配水管改良事業は、日奈久中町、日奈

久下西町において老朽管更新工事を、また、新

港町２丁目において港湾整備事業に伴う配水管

移設工事を行いました。なお、配水管整備事業

のうち５６０５万２０００円、配水管改良事業

のうち２４９２万７４８０円が年度内に完了で

きず、建設改良費８０９７万９４８０円を次年

度へ繰り越しました。 

 ２３ページをお願いいたします。 

 給水普及状況でございますが、給水区域内の

給水戸数及び人口がそれぞれ３万１３０戸、７

万２４７人に対しまして、給水実績は、戸数が

１万４９５８戸、人口が４万１１０８人でござ

いまして、給水区域内の普及率は５８.５２％

となりました。 

 次に２４ページ、配水量、有収水量及び電力

使用量でございますが、配水量が４３６万６６

６立方メートル、有収水量３６１万３７８８立

方メートル、有収率が８２.８７％、電力使用

量が２０１万９３１８キロワットアワーでござ

いました。 

 効率的な水道水の供給に努めるべく、本年度

も配水管等の漏水調査を行いましたが、有収率

は前年度に比べまして１.４９ポイント下がり

ました。 

 給水量でございますが、有収水量は年間の総

有収水量が３６１万３７８８立方メートル、１

日平均９９０１立方メートル、１人１日平均２

４１リットル、月当り１戸平均２０立方メート

ルでございまして、１日最大配水量が昨年７月

２５日の１万４６３８立方メートルでございま

した。 

 次に、２５ページの水道料金調定及び収入で

ございますが、調定額４億５３４６万６８１３

円、収入済額４億１９３６万１２０４円、未収

額が３４１０万５６０９円、徴収率が９２.４

８％となっておりますが、これは３月３１日で

決算を行っておりますため、この時点では３月

分水道料金の口座振替分が月末振替、翌月入金

のため、収納されておりません。７月末現在で

は、未収額が６２万３１２０円、徴収率は９

９.９％でございます。 

 次の供給単価及び給水原価でございますが、

供給単価が１２５円４８銭、給水原価は９７円

６８銭でございました。 

 次の事業収入に関する事項、事業費に関する

事項及び２９ページ以降の附属明細書につきま

しては、後ほど別表にて説明いたしますので省

略させていただきます。 

 ２７ページ、企業債及び一時借入金の概況で

ございますが、平成２６年度は建設改良事業の

ための企業債の借り入れは行わず、過去の建設

改良事業のための政府系の金融機関からの借入

金を６１８１万３８２９円、及び平成２４年度

の繰上償還に伴う借換債を９８７万５０００

円、合計で７１６８万８８２９円償還し、残高

は１２億２７０１万７６２円となりました。 

 ページを戻りまして、３ページから６ページ

が決算報告書でございます。 

 企業会計では、当該年度の損益取引に係る収

入・支出の収益的収支、また、資産、負債及び

資本の増減に関する取引にかかる収入・支出の

資本的収支の２本建ての予算になっておりま

す。 

 決算の内容につきましては、前年度との比較
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をいたしております別添の資料、お配りしてお

りますこちらの表でございます、にて御説明さ

せていただきます。資料をお願いいたします。 

 収益的収支につきましては、経営成績をあら

わします損益計算書に合わせまして、消費税抜

きの数値で作成いたしております。 

 まず、収益的収支の収入でございますが、項

１・営業収益４億５７８１万７５２７円、内訳

としまして、目１・給水収益４億５３４６万６

８１３円、これは料金収入でございます。目２

・受託工事収益２２２万５３７１円、これは給

水工事収益と修繕工事収益でございます。目３

・その他の営業収益２１２万５３４３円、主に

諸手数料でございます。 

 項２・営業外収益１７３４万５７６円。内訳

としまして、目１・受取利息５９万７１１３

円、目２・他会計補助金１４８万２０００円、

これは、第３工区企業誘致に係る配水管布設工

事に要しました企業債の利子補給７０万２００

０円と企業職員の児童手当７８万円に係る一般

会計からの補助金でございます。目３・長期前

受金戻入１２４２万５５４２円、これは会計基

準見直しによります資本剰余金等により取得い

たしました償却資産の平成２６年度減価償却見

合い分でございます。目４・雑収益２８３万５

９２１円、これは主に量水器取替評価差額でご

ざいます。 

 項３・特別利益４２０万２５６６円。内訳と

しまして、目２・過年度損益修正益１万５７０

２円、目３・その他特別利益４１８万６８６４

円、これは昭和６３年度以前に徴収されており

ました預り金を収益化したものでございます。 

 収入合計４億７９３６万６６９円となってお

ります。 

 次に、収益的支出でございますが、項１・営

業費用３億５０１１万４６８３円。内訳としま

して、目１・原水及び浄水費６２５６万２９２

４円、これは水源地関係の費用でございます。

その主なものとしまして、一般職２名の人件

費、水源地運転管理業務委託、水源地動力費な

どでございます。目２・配水及び給水費４８１

８万５７４６円でございまして、これは配水及

び給水施設に係る費用でございます。その主な

ものとしましては、一般職３名の人件費、外港

船舶給水所管理非常勤職員１名の賃金、配水管

及び給水管の修繕費、漏水調査委託料などでご

ざいます。目３・受託工事費１２５４万４０１

０円、これは新規給水工事の管理及び既設給配

水管切替工事等の受託に要する費用でございま

す。その主なものは一般職２名の人件費、給配

水管の切りかえ工事などの工事請負費などでご

ざいます。目４・総係費８３２５万５３３０

円、これは一般業務関係の費用でございます。

その主なものは、一般職６名の人件費、水道料

金滞納整理事務非常勤職員等３名の賃金、検針

・集金業務委託料、料金システム・会計システ

ム保守料などでございます。目５・減価償却費

１億４３４６万１５３７円。目６・資産減耗費

１０万４４１２円、これは棚卸資産減耗費等で

ございます。目７・その他営業費用７２４円、

これは材料売却原価でございます。 

 項２・営業外費用２７８５万３７８３円。目

１・支払い利息２７８５万３７８３円でござい

ます。 

 項３・特別損失８３６万９０４１円。内訳と

しまして、目２・過年度損益修正損３８万４０

４１円、これは不納欠損等でございます。目３

・その他特別損失７９８万５０００円、これは

会計基準見直しによります賞与等の引当金不足

分でございます。支出合計３億８６３３万７５

０７円となりまして、資料右下の欄になります

が、収益的収支は９３０２万３１６２円の当年

度純利益が生じました。 

 次に、資本的収支の収入でございますが、項

１・工事負担金８２４万１４００円。内訳とい

たしまして、目１・他会計負担金３３５万３４
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００円、これは消火栓設置に係る一般会計負担

金でございます。目３・その他工事負担金４８

８万８０００円、これは港湾整備工事に伴いま

す配水管移設工事に係る県からの補償金でござ

います。 

 項２・出資金３５１６万２０００円、これは

第４次拡張事業に伴う一般会計出資金でござい

ます。 

 収入合計４３４０万３４００円となっており

ます。 

 次に、資本的支出でございますが、項１・建

設改良費２億１３１万５６２６円。内訳といた

しまして、目１・配水設備拡張費１億３５７１

万６１１６円、これは給水区域内に配水管３６

８５メートルを布設いたしております。目２・

配水設備改良費５４５８万９６８５円、老朽管

更新工事と港湾工事に伴う配水管移設工事で１

０６２メートルを施工いたしております。工事

箇所につきましては、別紙資料２枚目の配水管

工事位置図を御参照いただければと思います。

お願いいたします。営業設備費１１００万９８

２５円、企業会計システム改修、水道料金シス

テム改修及び新規給水に係る量水器の購入に要

した経費でございます。 

 項２・企業債償還金７１６８万８８２９円で

ございます。支出合計２億７３００万４４５５

円となり、下の欄でございますが、資本的収支

は、２億２９６０万１０５５円が不足いたしま

すが、これは減債積立金取り崩し額８６７７万

２９６３円、当年度分損益勘定留保資金１億２

８０４万１９３１円、及び当年度分消費税資本

的収支調整額１４７８万６１６１円で補填いた

しております。 

 次に、財務諸表でございますが、決算書９ペ

ージから１０ページが損益計算書でございまし

て、平成２６年度は９３０２万３１６２円の純

利益を生じました。これに会計基準の見直しに

伴うその他未処分利益剰余金変動額３億７２７

４万４５７２円を足しまして、当年度未処分利

益剰余金は４億６５７６万７７３４円となりま

した。 

 １１ページが剰余金計算書でございます。資

本金の当年度末残高は、自己資本金が２２億７

９２５万４４３８円、借入資本金は会計基準の

見直しによりまして負債の勘定となったことか

らゼロ円となりました。 

 剰余金でございますが、資本剰余金は会計基

準の見直しにより、償却資産の取得に充てた資

本剰余金は長期前受金として負債の勘定となっ

たことから、当年度末残高は土地の取得に充て

た受贈財産評価額５万５００円のみとなりまし

た。 

 利益剰余金は、前年度において生じた純利益

８６７７万２９６３円を議会の議決を受けて全

額を減債積立金に積み立てた後、全額取り崩し

企業債償還金へ充当いたしております。また、

会計基準の見直しに伴い、資本剰余金等により

取得した資産の平成２５年度末までの減価償却

累計額２億８５９７万１６０９円と当年度発生

した純利益９３０２万３１６２円は、全額当年

度未処分利益剰余金とし、利益剰余金は４億６

５７６万７７３４円となりました。 

 １２ページは剰余金処分計算書でございま

す。平成２６年度八代市水道事業会計利益の処

分でございまして、当年度未処分利益剰余金４

億６５７６万７７３４円は、本議案の議決を受

け、当年度純利益分の９３０２万３１６２円を

減債積立金に積み立て、残りの３億７２７４万

４５７２円を資本金へ組み入れる予定でござい

ます。 

 １３ページから１６ページが貸借対照表でご

ざいます。この表は、平成２６年度末における

企業の財政状態を明らかにするもので、事業年

度内における損益や資産、負債及び資本の増減

結果を反映し、資産合計と、負債と資本の合計

が一致するようになっています。１４ページの
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資産合計及び１６ページの負債資本合計は４４

億３４６４万９４６９円となっております。 

 なお、平成１９年６月に公布されました地方

公共団体の財政の健全化に関する法律により、

公表すべき健全化判断比率であります企業会計

資金不足比率につきましては、資金不足を生じ

ておりません。 

 しかしながら、普及率の向上のためには、さ

らに配水管の整備が必要でございます。また、

老朽管、水源設備の更新など、今後も厳しい財

政運営が予想されますので、なお一層効率的な

事業運営を行ってまいる所存でございます。 

 以上、説明を終わります。 

 御審議方よろしくお願いします。 

○委員長（増田一喜君） 以上の部分につい

て、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 有収水量という言葉の

意味と、配水量は前年度に比べて伸びているの

に、有収水量が減っているということの理由

と、徴収率が若干、水道料金の徴収率が若干で

はありますが減っていることの理由をお知らせ

ください。 

○水道局長（宮本誠司君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮本水道局長。 

○水道局長（宮本誠司君） はい。まず、有収

水量でございますが、まず、この２４ページ、

ロの配水量及び有収水量、電力使用量の欄の２

段目にございます、３６１万３７８８立方メー

トルは、上段の配水量、これが配水池から配水

いたしました、水道管に落とした水量、（委員

亀田英雄君「配った水量」と呼ぶ）４３６万６

６６立方メートルでございまして、この有収水

量は、量水器ではかって徴収した、――水道料

金をいただいた水量の合計でございます。 

 有収率が８２.８７％、前年度が８４.３６％

でございますが、委員、御指摘のとおり、平成

２５年度の配水量が４２８万９０００程度でご

ざいまして、７０００トンぐらい配水量はふえ

ているのに、有収水量は、済みません、７万１

０００トンふえているのに、有収水量につきま

しては５０００トンほど落ちていると。市内の

配水管等につきまして、毎年漏水調査等を行っ

てはおりますが、なかなか調査し、補修という

か、修繕いたしておるんですが、なかなか有収

率というのが上がりません。少し、例えば、配

水池の流量計ですとか、それからまた、個々に

つけておりますメーターの感度とかの問題もも

しかするとあるのかもしれませんが、なかなか

有収水量のほうが上がってきていないと。 

 一つには、消費税が５％から８％に上がった

こともありまして、２点目の調定額でございま

すが、２５ページ、ニの表の調定額が平成２５

年度４億５４６２万６０００円ほどありました

のが、４億５３４６万６０００円と、約１１６

万ほど金額が落ちております。これは、税抜き

で表記しておりますので、金額的には、これが

２５年度には５％足した分、２６年度分には８

％足した分ですので、実際の額はふえておるん

ですが、給水収益として比較した場合に、その

税分を控除いたしますと若干落ちていると。や

はり、ここには、節水あたりの影響があったか

というふうに判断しているところでございま

す。 

 と申しますのが、２４ページのハの給水量の

ところでございます。下段のほうの有収水量の

１人１日平均がございまして、２５年度が２４

２リットル、こちらが２６年度が２４１リット

ルと、１人１日平均が１リットル落ちておりま

すので、そういったところから節水の影響があ

るのやと。有収率の向上につきましては、また

鋭意、漏水調査等行いまして、８０％、８０じ

ゃない、済みません、９０％になるまで頑張っ

ていきたいというふうに考えております。 
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 それから、徴収率はですね、済みません、徴

収率につきましては、こちらのほうでいきます

と、これが先ほどの説明で申し上げましたとお

り、３月３１日現在で入っていない未収金の分

が２６年度が３４００万、２５年度が３２００

万と、これだけ口座振替のほうに料金の徴収の

スタイルが移行しているのではないかというふ

うに考えております。結果的に、７月末では９

９.９％でございまして、過年度分の不納欠損

というのは、毎年二、三十万ぐらいで推移して

おります。 

 以上、お答えとさせていただきます。よろし

いでしょうか。 

○委員（亀田英雄君） はい、いいですか。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 多分、そんな答えかな

と思っていたんですけれど、漏水がふえてい

る、一番目の質問には、これは漏水がふえとっ

ちゃなかろうかちゅうとが大きな原因と思うと

ですよね。（水道局長宮本誠司君「はい」と呼

ぶ）その辺はしっかり調査していただきたいな

というふうに考えます、意見ですが。 

 あと１点にです。決算書、これ、ことしから

切りかわったんですかね。ことしで――いろい

ろ説明があった分、長期前受金戻入は、ちょっ

と記憶にあっとですが、この過年度損益修正益

という、これ何か預り金、じゃなかった、その

他特別利益か、預り金という説明だったように

思うとですが、これは処理は一緒にっていう考

え方でよかですかね、２つとも。 

○水道局長（宮本誠司君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮本水道局

長。 

○水道局長（宮本誠司君） はい。まず、公営

企業会計が平成２６年度の予算決算から変更に

なっておりまして、委員御指摘のとおり、まず

は収益的収入の営業外収益、目３の長期前受金

戻入っていうのが、資本剰余金をっていう、資

本剰余金の概念が長期前受金に変わりましたと

ころから、その分の毎年度の償却額を収益化し

ていくような形になりました。まずは、営業外

収益の長期前受金戻入っていう項目が出てまい

りました。 

 それから、収益的収入の特別利益、その他特

別利益の４１８万６０００円でございますが、

こちらのほうは今回の会計基準の見直しとは別

ものでございます。 

 説明で申し上げましたように、昭和６３年度

まで基本料金に見合う分ですね、１２０円から

６００円ぐらいの間でございますが、はい、こ

れがずっと以前から徴収してあったものでござ

いまして、これが、調べましたところが、なか

なかこう、申し込みの際に基本料金分をお預か

りしていた経緯があるみたいだったんですよ。

で、ずっと残っておって、これをどうにかせな

いかぬと思いまして、加入金的な性格ではない

かというふうに理解いたしまして、（笑声）こ

のまま預り金の勘定に置いとってもちょっと不

都合がございますもんですから、特別利益とし

て計上させていただいたということでございま

す。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 今回、特別利益に計上

して、何も問題なかっですね。 

○水道局長（宮本誠司君） はい、ありませ

ん。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮本水道局

長。 

○水道局長（宮本誠司君） 大丈夫です。 

○委員（亀田英雄君） よかですね。はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） その辺は、全面的に信

用いたしまして、全体的にですよ、これだけ多

分、これだけちゅうか、ちょっと数字はいい数

字だった。水道事業として、事業として優良な
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事業なのかという点と、会計状況は優良なの

か、どうなのかと。で、優良、会計はよかみた

い、いいみたいなんですが、これをどう反映さ

せていくのか、水道料金の値下げとか、その辺

まで考えていくのか、いかないのかという、会

計への考え方ですね。事業への考え方と会計へ

の考え方。 

○水道局長（宮本誠司君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮本水道局長。 

○水道局長（宮本誠司君） はい。まず、経営

状況でございますが、前年度も８６００万、今

年度も９３００万、この収益的収支損益決算に

おいては、純利益を生じております。 

 この点につきましては、優良なほうではない

かというふうに考えております。ただし、毎

年、もう１本、資本的収支のほうにつきまして

は、約２億ほどの不足が出ております。これに

つきましては、収益的支出のほうの減価償却

費、毎年１億４６００万とか１億４３００万、

ぐらいの、現在取得しております資産の減価償

却を費用計上いたしておりまして、こちらのほ

うが現金の支出を伴わないことから、ここに見

合う分だけの留保資金を資本的収支の不足額に

充当いたしております。 

 現在の料金では、ぎりぎりのところというふ

うに私は捉えておりまして。実際のところ黒字

が出ているから料金を値下げするとか、あるい

は簡易水道と統合して、簡易水道のほうが若干

高うございますから、それで薄めるというよう

な考え方もございますんですが、実際のとこ

ろ、今後、施設のほうも老朽化いたしておりま

すので、今の分の黒字で十分にその資金が留保

されていっている状況ではございません。また

新たに水源地、配水地等の改修があるときに

は、借金を起こしまして、する必要がございま

す。 

 これにつきましては、給水区域の拡張等をや

って、収益の増加を伴うような事業ではござい

ませんので、料金の値下げというのはちょっと

考えておりませんし、実際のところ、なかなか

説明は難しいのでございますが、もう少しこ

う、料金を上げたいというのが本音でございま

すが、なかなかその辺はちょっと御理解も難し

いところというふうに今のところ、今の料金で

いけるところまでいこうというふうに、私の考

えとしては持っております。 

 以上でございます。 

○委員（亀田英雄君） わかりました。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないですね。ないよ

うです。 

 以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないですね。ないよ

うです。 

 それでは、これより採決いたします。 

 議案第７６号・平成２６年度八代市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定については、原

案のとおり可決及び承認するに賛成の方の挙手

を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

件は原案のとおり可決及び認定することに決し

ました。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午後１時３４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時３５分 本会） 

◎議案第７７号・平成２６年度八代市病院事業

会計決算の認定について 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 続きまして、議案第７７号・平成２６年度八

代市病院事業会計決算の認定についてを議題と
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し、説明を求めます。 

○市立病院院長（森崎哲朗君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 森崎市立病院院長。 

○市立病院院長（森崎哲朗君） こんにちは。

八代市立病院の院長の森崎でございます。ちょ

っと着座にてお話しさせていただきます。 

 経済企業委員の皆様方には、日ごろから市立

病院運営に対する御理解と多数の貴重な御提言

をいただき、大変にありがとうございます。 

 本日は、平成２６年度八代市病院事業会計決

算の認定につきまして、説明をさせていただき

ますが、説明に先立ちまして、病院長として委

員の皆様に御挨拶を申し上げます。 

 本年４月１６日に開催されました経済企業委

員会では、院長の私にも発言の機会をいただ

き、大変にありがとうございました。そのとき

にも説明いたしましたが、団塊の世代が７５歳

以上となる２０２５年に求められる適切な医療

供給体制の構築を目指し、地域医療構想の話し

合いが八代医療圏においても８月から始まって

おります。 

 前回委員会での説明の繰り返しになります

が、地域医療構想とは、地域に既に存在する医

療機関の医療機能を分化させ、医療機関同士の

連携を強化し、地域の実情に応じて医療供給体

制の効率化を図ることを目的としております。

また、地域医療構想と表裏一体をなすものとし

て、住民が住みなれた地域で末永く暮らすため

の地域包括ケアシステムの構築も同時に進めら

れております。 

 御存じのように、地域包括ケアシステムの構

築に必要なことは、医療と介護の綿密な連携で

す。地域医療構想で医療機関の連携強化が進

み、地域包括ケアシステムで医療と介護の連携

が強化されることで、住民の皆様が病気にかか

られてから、回復され在宅に戻るまで、病気と

生活の両面を支える切れ目のない円滑な医療と

介護の提供が八代地域内で可能となります。 

 医療機関、介護福祉関係機関との連携におい

て最も重要なものは公平性の担保です。その意

味で市立病院という公的な機関が、地域包括ケ

アシステムの構築において、非常に重要な役割

を期待されております。 

 このような状況の中で、八代医療圏での地域

医療構想の話し合い及び地域包括ケアシステム

の構築に向けた行政、医師会を初めとした多く

の関係機関との連携の場に、市立病院からも院

長、事務長を初め多くの職員が積極的にかかわ

っているところではあります。 

 病院での取り組みにおいては、昨年度から地

域連携室を立ち上げ、地域医療機関、介護福祉

関係機関との連携強化を行っております。この

結果、病床利用率の向上と平均在院日数の短縮

が達成できております。 

 あと、本年８月から理学療法士１名を採用

し、今まで不十分であったリハビリテーション

環境の改善に着手したところであります。さら

に事務職員の取り組みにより、既存の院内情報

ネットワークを活用し、新たな財政負担を最小

限にとどめながら、診療業務の一部を電子化す

ることが可能となりました。この結果、大幅に

診療業務の効率化を図ることができておりま

す。 

 このように病院職員一丸となり、地域のニー

ズに対して積極的に取り組んでいるところでご

ざいます。 

 先週の議会においては、複数の議員から地域

医療構想における市立病院のかかわり及び病院

事業の方向性に関する御質問がございました。

この質問に対し、市立病院長、事務長及び中村

博生八代市長が御回答いたしましたように、今

後の病院事業に関しては、八代地域医療構想専

門部会及び地域包括ケアシステム構築に向けた

関係機関との協議の場における検討内容を踏ま

えながら、さらに新しい公立病院改革プランと

も照らし合わせながら、慎重に協議していると
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ころでございます。 

 なお、八代地域医療構想専門部会は、８月４

日に第１回目が開催されました。本年度内に２

回、来年度中少なくとも２回の開催が予定さ

れ、平成２８年度末までに八代地域における医

療供給体制のあり方に関して、結論が導かれる

予定となっております。 

 現在、市立病院は築４６年を経過し、耐震基

準を満たさない状況にあり、利用している住民

の皆様の安全性の確保が不十分となっておりま

す。また、施設の老朽化に伴い、療養環境にお

いても住民の皆様に御迷惑をおかけしており、

病院長として大変に申しわけなく思っておりま

す。さらにこのような環境の中で、日々懸命に

仕事をしている職員に対しても、病院長として

申しわけない限りです。 

 将来に向けた八代地域での医療・介護連携に

より貢献していくために、八代市立病院の改築

の実現を病院長及び職員一同、切に希望してお

ります。 

 経済企業委員会の委員の皆様におかれまして

は、病院事業の継続と改築に関して、今後とも

御理解と御支援を賜りますようお願いいたしま

す。 

 前置きが長くなりましたけれども、平成２６

年度八代市病院事業会計決算の認定につきまし

て、説明をさせていただきます。 

 なお、これ以降の詳細な説明は、当院の事務

長の田中が行いますので、よろしくお願いいた

します。 

○市立病院事務部事務長（田中智樹君） は

い、委員長。 

○委員長（増田一喜君） 田中市立病院事務部

事務長。 

○市立病院事務部事務長（田中智樹君） こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）事務

部の田中です。座って説明させていただきま

す。 

 それでは、議案第７７号・平成２６年度八代

市病院事業会計の決算の認定について御説明い

たします。 

 決算書の３ページの決算報告書から１３ペー

ジの貸借対照表までにつきましては、先日の本

会議、提案理由の説明にて御説明させていただ

きましたが、今回、地方公営企業法の会計基準

見直しによる初めての決算とあわせて資本金の

額の減少を行いましたので、一通り説明しまし

た後に、要点のみを再度説明させていただきた

いと思います。 

 それでは、決算書の１７ページをお願いいた

します。 

 平成２６年度八代市病院報告書、１概況、

（１）の総括事項ですが、先ほど病院長より説

明もありましたので、要点のみを御説明いたし

ます。 

 市立病院あり方検討会から出された提言をも

とに、引き続き経営改善に取り組んでまいりま

した。その取り組みとして、急性期病院や地元

開業医の先生方からの紹介、介護福祉施設から

の入院など、いわゆる後方支援の充実に重点を

置き、新たに地域医療連携室を設置し、専任の

スタッフによる入退院調整を行うなど、医療・

介護の連携強化に取り組んでまいりました。 

 結果的に、入院ベッドの利用率も平均入院日

数の目標を大きくクリアすることができまし

た。また、心配しておりました常勤医師や看護

師の採用につきましても、地元出身の若手医師

１名と看護師２名を採用することができ、院内

の雰囲気も変わり、職員のモチベーションアッ

プにも一役買っているところでございます。 

 なお、昨年の９月議会において、資本金の額

の減少、いわゆる減資についても議会の議決を

いただきましたことから、未処理欠損金の解消

に向けた負債、資本の平準化もあわせて行うこ

とができました。 

 しかしながら、今年度、平成２７年度から
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は、１０年後の医療機能分化に向けた医療圏で

の適切な病床数の必要量が示される、地域医療

構想の策定が始まっております。これにあわせ

公立病院では、地域医療構想の内容に整合した

形の新しい公立病院改革プランの策定も行われ

ております。このように国が進める医療制度改

革が行われる中で、市立病院の存続の価値を見

出すことが可能であるかを十分検証していかな

ければなりません。 

 次に、決算内容でございますが、中段の部分

を読ませていただきたいと思います。 

 １０行目の「次に当年度の決算内容でござい

ますが」というところからお読みします。 

 今回、約４６年ぶりに地方公営企業会計制度

が大幅に改正され、病院事業においても平成２

６年度予算及び決算から、資本制度の見直し、

退職給付引当金の計上の義務化など、新たな会

計制度を適用しています。 

 まず、収益的収支では、医業収益が５億５５

１２万９６３７円、医業外収益が１億５９６６

万８３５２円で、収益総額７億１４７９万７９

８９円となります。一方費用では、医業費用が

６億５４２９万８１９８円、医業外費用が１３

０４万２７９６円、特別損失で１億７８９２万

４０５７円を支出しまして、費用総額は８億４

６２６万５０５１円となります。 

 この結果、当年度は純損失１億３１４６万７

０６２円を生じておりますが、これは会計基準

見直しに伴う特別損失１億７８７５万１０５７

円を計上しているためです。また、当該年度末

の未処理欠損金は、繰越欠損金３億７５９１万

７７０８円から、その他未処分利益剰余金変動

額４億６６５８万５３５２円を除き、当年度純

損失１億３１４６万７０６２円を加えた額の４

０７９万９４１８円となっております。 

 次に、資本的収支におきましては、資本的収

入が他会計出資金９５４万５０９２円、固定資

産売却代金１万７０００円で、総額９５６万２

０９２円に対し、資本的支出は医療機器等の整

備８７３万９４６８円、企業債償還金１０３５

万７１５円で、総額１９０９万１８３円となっ

ております。 

 なお、資本的収入が資本的支出額に不足する

額９５２万８０９１円は、全額を過年度分損益

勘定留保資金にて補填いたしました。 

 以上が総括事項でございます。 

 １８ページをお願いいたします。 

 （２）は平成２６年度において議会で議決を

いただきました議案件名などでございます。 

 （３）の行政官庁からの施設基準や看護基準

等の新たな申請、変更による許可事項はありま

せんでした。 

 （４）は職員に関する事項で、平成２６年度

末現在で、正規職員が３８名、臨時及び非常

勤、委託等の職員が４４名で、合計８２名とな

ります。 

 ２０ページの（５）料金その他、供給条件の

設定、変更についても、該当する変更等はござ

いませんでした。 

 次の大項目２、工事につきましては、請負額

２０万円以上の施設改修工事及び購入額２０万

円以上の医療機器等の有形固定資産購入の状況

でございます。 

 ２２ページをお願いいたします。大項目３の

業務です。 

 （１）の業務量のイでは、患者数と料金収入

を前年度と比較したものです。患者数でござい

ます。入院患者数は、年間で２万１４７４人、

１日平均５８.８人であり、前年度より２９９

人減少しました。外来患者数では、年間８３０

５人、１日平均３４人で、前年度より７０９

人、１日平均に直しますと２.９人減少しまし

た。合計で２万９７７９人となり、前年度より

１００８人、率で３.３％の減少となりまし

た。 

 診療収入でも、入院収益で４億３１７１万３
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８１４円、外来収益で１億１２３６万８３９０

円、合わせますと５億４４０８万２２０４円の

収入となり、前年度より８０２万６４８５円、

１.５％の減収という形になりました。 

 一つ飛ばして、ハの病床利用状況では、入院

ベッドの利用率が一般病床では延べ患者数が昨

年度より１６８人ふえまして、２万１１４７

人、病床利用率は０.７ポイント上昇しまして

８７.８％でありました。 

 一方、結核病床では延べ患者数３２７人とな

り、前年度より４６７人減少し、１日平均０.

９人、病床利用率も３％と前年度より４.３ポ

イントの減少となりました。 

 一般病床では患者数もふえ、前年度よりさら

に高い数値をキープすることができましたが、

逆に結核病床では患者数が激減したため、トー

タルでの入院患者数、診療収入ともに前年度よ

り減となりました。 

 ２４ページをお願いいたします。事業収入の

項目別の決算状況を前年度と比較したものでご

ざいます。ここでは、増減が大きかった項目に

ついて御説明いたします。 

 項１の医業収益では、入院、外来、その他の

収益を合わせまして５億５５１２万９６３７円

となり、前年度より１.２ポイント、６９８万

２７６６円の減収となりました。要因は先ほど

御説明しましたが、結核患者数及び外来患者数

の減少によるものです。 

 項２の医業外収益は、合わせて１億５９６６

万８３５２円となり、前年度より２２９３万４

２５１円の増収となりました。内訳の主なもの

は、目２の他会計負担金が１億４３７４万４９

０８円で、前年度より１１１８万５２５１円の

増加となりました。決算額のほとんどが一般会

計からの基準内繰入金でありますが、増加の要

因としては結核病床不採算分の繰り入れで、前

年度より約１２４６万１０００円の増加となり

ました。なお、参考までに、病院事業に対する

地方交付税は、総額１億１７３１万２０００円

でありました。 

 また、目４の長期前受金戻入は、決算額１２

４８万９７５円ですが、これは今回の会計基準

見直しにより新たにつくられた項目で、償却資

産の取得や建設改良に伴い、これまで一般会計

や国・県から受けた補助金のうち、当該年度分

の減価償却見合い分を順次収益化していくこと

になったため、その相当額について新たに計上

をいたしております。 

 以上、収入の合計では、７億１４７９万７９

８９円となり、前年度より１５５１万８３５円

の増収となりました。 

 ２５ページは、事業費に係る項目別決算状況

を示しております。収入と同様に御説明いたし

ます。 

 項１の医業費用は６億５４２９万８１９８円

となり、前年度より１.５ポイント、９９９万

６４４円の増加となりました。 

 主な要因は、目１の給与費で、前年度より１

８１２万８９９９円増加の３億８３７０万３７

３３円となりました。この要因は、会計基準の

見直しにより、新たに賞与費及び法定福利費引

当金が発生したことによる増と、職員の産前産

後、育児休業による代替職員の賃金が増加した

ことによるものです。 

 目２の材料費１億３７４４万８９５１円は、

外来患者の減少などにより、薬品費の使用割合

が減少したため、１１６４万１４８３円の減少

となりました。 

 項２の医業外費用は、決算額１３０４万２７

９６円で、前年度とほとんど同額でございま

す。 

 項３、特別損失でございます。１億７８９２

万４０５７円となり、前年度より大幅に増加し

ております。要因は、目４その他特別損失にお

いて、今回の会計基準見直しにより義務化され

た退職給付等の引当金について、これまでの分
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を一括して引き当てたことによるものです。そ

の内訳は、３４ページを恐れ入りますがごらん

ください。 

 ３４ページの目４、項３特別損失、目４のそ

の他特別損失です。 

 賞与などの手当引当金に１５６９万７４２８

円、法定福利費引当金に２７６万４６１３円、

退職給付引当金に１億６０２８万９０１６円で

ございます。 

 ページ戻りまして、また２５ページにお戻り

ください。 

 以上、事業費の合計ですが、８億４６２６万

５０５１円となりまして、事業収入からこれを

差し引きますと、８ページの損益計算書、下か

ら４段目に記載しております、済みません、８

ページを、何度も済みません、８ページをお願

いします。８ページの下から４段目の数字です

けれども、１億３１４６万７０６２円の純損失

となります。 

 昨年度、平成２５年度は、約４１００万円の

純利益、黒字でございましたが、今回は大幅損

失、いわゆる赤字となりました。しかし、これ

は会計基準見直しによる今回限りの処理による

影響でございまして、これらを除いた経常利益

では、約４７００万円の黒字となっておりま

す。 

 ただいま御説明しました収支の詳細な内容に

ついては、３０ページから３４ページにかけて

の収益費用明細書に記載しておりますので、後

ほどごらんいただきたいと思います。 

 ２６ページをお願いいたします。 

 ４会計の（１）企業債及び一時借入金の状況

でございますが、まず企業債は表のとおり、今

回も借り入れを行いませんでしたので、前年度

末の残高２２４８万２４２８円から本年度の償

還金１０３５万７１５円を差し引いた１２１３

万１７１３円が２６年度末の元金残高という形

になります。 

 次の一時借入金につきましては、これまでの

借入残高及び今年度の借り入れもございませ

ん。 

 最後に、本年度行いました資本金の額の減

少、いわゆる減資と会計基準見直しに伴う変動

について御説明いたします。 

 恐れ入りますが、９ページをお願いいたしま

す。剰余金の計算書でございます。それと本日

お配りさせていただきました１枚ものの資料、

「資本金の減少による再資本の変動」という図

もあわせてごらんください。カラーで刷った１

枚もののページです。 

 まず、決算書剰余金の計算書のほうの、決算

書のほう、ごらんいただきたいと思いますけれ

ども、左側から自己資本金の前年度末残高、つ

まり２５年度末の残高でございますけども、８

億３６６１万２６１７円です。昨年９月、議会

で議決いただきました処分額が５億３４７３万

４５７７円でございましたので、これを差し引

くと３億１８７万８０４０円が当年度２６年度

末の残高というふうになります。 

 本日お配りした資料をごらんください。こち

らのほうは１００万円単位で示しておりますけ

ども、左側の表のブルーの部分、自己資本金８

億３６００万円が、右側の表では３億２００万

円に減少したことをあらわしています。 

 では、減少した額をどこに振り分けたかと申

しますと、表の黄色の部分ですね、負債の部で

すけども、長期前受金に８７００万円を振りか

えて、合計８８００万円となります。この額

は、医療機器とか施設の改修を行う際に一般会

計から出資金として繰り入れた額のうち、現在

でも減価償却が終わっていない固定資産に対す

る、相当する額です。残りの４億４７００万円

については、これまでの欠損金、つまり累積赤

字に補填をいたしました。結果、欠損金は４１

００万円ほどに圧縮されました。ピンク色の部

分が圧縮された部分です。４億８８００万から
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４１００万円まで圧縮されたということです。 

 来年度以降は、この黄色い部分の長期前受金

をその年度の減価償却に見合う分だけを長期前

受金戻入という項目で毎年収入に計上していく

ことになります。 

 決算書で確認しますと、１３ページを、恐れ

入ります、お願いいたします。 

 貸借対照表の資本の部、７資本金という部分

が真ん中ほど、ありますけれども、そちらの右

側の数字が今回資本金の減少で減額となった部

分です。この部分まで資本金が減ったというこ

とになります。長期前受金は、上の部分の負債

の部、６、ちょっと待ってください、繰延収益

の（１）長期前受金から（２）の収益化累計額

を差し引いた繰延収益合計という欄の８８１６

万５１１円というところです。 

 ピンク色の欠損金ですけども、１３ページの

資本の部、８剰余金の下から４段目の欠損金合

計、三角で４０２３万４４１８円というところ

が欠損金の金額でございます。 

 お配りしております資料でもわかりますよう

に、資本と負債を合算したものが資産でござい

ますので、今回の資本金の減少についても、資

本金を減らして一部を欠損金に充当して、一部

を負債に振りかえたんですけども、全体の資産

の総額は変動しないということになります。 

 決算書の１２ページにございますけども、あ

っちに行ったり、こっちに行ったりしています

けども、１２ページの上から２段目、ここが資

産の合計です。５億７６３２万５４１８円、そ

れと１３ページの一番下の２重線のところが負

債資本合計、が同じ金額だと思います。 

 次に、９ページに戻りまして、自己資本金の

隣の借入資本金のところを見ていただきたいと

思います。 

 こちらのほうは先ほど水道事業のところでも

若干説明がありましたけれども、借入資本金

は、いわゆる企業債等の借り入れた金額なんで

すけども、今回の会計基準見直しにより、全額

を負債の部、企業債に計上することになりまし

たので、ここは結果的にもうなくなったという

ことになります。 

 一つ飛ばして、剰余金のところに補助金とご

ざいますけれども、こちらも負債の部の長期前

受金に充当しておりますので、今回の会計基準

の見直しでなくなった部分になります。 

 一番右下の資本合計が、今回の資本の合計と

いう形になります。あちこち飛びましてわから

ないところも多かったと思いますけれども、以

上が２６年度の病院事業会計の決算です。 

 よろしく御審議方お願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） 以上の部分につい

て、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 水道会計では長期前受

金戻入という部分が処理されたということです

けれど、こっちは来年度からなの、ことしも。

（市立病院事務部事務長田中智樹君「今年度か

ら入っております」と呼ぶ）どこになっとです

かね。 

○委員長（増田一喜君） 田中市立病院事務部

事務長。 

○市立病院事務部事務長（田中智樹君） 長期

前受金戻入はですね、決算書の３１ページをお

願いいたします。 

 こちらのほう、ちょっと後で見てくださいと

いうことで、今回説明を省かせてもらいました

けども、款項目節までの明細書の中で、項２の

医業外収益、３１ページの２段目ですね、長期

前受金戻入１２４８万９７５円、こちらの分、

つまり、毎年毎年の固定資産の減価償却を行っ

ていく際に、市からいただきました繰入金と

か、国・県からいただきました補助金等のその

減価償却に見合う分だけをこうやって毎年毎年
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収益に今度から上げていくという部分になりま

す。 

 先ほどの資料のこの黄色い部分がだんだんだ

んだん少しずつ減ってきて、収入に繰り入れて

いくという形になります。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） はい、済みません、ち

ょっと私が聞き違えたものですから、質問した

ところでした。 

 専門的な話は別にしてですよ、ことしはよか

ったというよりどころにされている部分につい

て、事業、病院長の話も聞きましたし、事務長

の話でも何か上向きのような話で印象を受け

た。そこを、この決算書のどこにそのよりどこ

ろがあるのかという部分について、もう一度、

よかったという、上向いているんですよという

ところの説明をもう１回願いたいと思います。 

○市立病院事務部事務長（田中智樹君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） 田中市立病院事務部

事務長。 

○市立病院事務部事務長（田中智樹君） 運営

面のほうからまず先に御説明させていただきま

す。 

 数字でいきますと、決算書の８ページをお願

いいたします。 

 これが損益計算書という形での病院事業の決

算になってるんですけども、ここの４の医業外

費用のところの１、２、３、４段目のところで

経常利益というところがございます。ここが通

常でございますと、普通の事業の経常的な、事

業行為を行いますと収益が出るところで、ここ

が４７４５万６９９５円というふうになってお

りまして、昨年度はたしかここが４１００万程

度だったと思います。 

 ただ、先ほど何度も説明の中にありましたと

おり、６番の特別損失で大きく１億７０００万

減らしておりますので、結果的には、その下の

１億３１００万の純損失という形になってしま

いました。 

 そこで欠損金のほうも３億７５００万だった

のが、一挙に４億６０００、済みません、かな

り、去年、３億７５００万のうちと今年度の１

億３０００万を足しましたので、大きく赤字に

はなっております。通常ベースではそちらにな

っておるという部分です。 

 また、説明の中で行いました、２３ページを

お願いいたします。 

 確かに営業――、診療収入とか全部減ってき

ていますけれども、ベッドの利用率のほうは、

一般病床で８７.８％という形で表示しており

ます。昨年が８７.１％でありましたので、０.

７ポイントここで増加しております。ただ、全

体的な収益としましては、結核病床のほうが３

％ということで、これが昨年度は７.３％あり

ましたんで、ここで収益のほうが全体とすれ

ば、がたっと落ちたというような形になりま

す。 

 通常の一般のベースでは上がったけれども、

結核患者の入院数が減った関係で、トータルで

は収入は下がってしまった、入院患者数も減っ

たということになります。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） はい。一般会計の繰り

入れは、去年と比べてどんな状態になっとっと

かな。 

○市立病院事務部事務長（田中智樹君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） 田中市立病院事務部

事務長。 

○市立病院事務部事務長（田中智樹君） は

い。説明の中でもしましたけども、ちょっと待

ってくださいね、２４ページを済みません、お
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願いいたします。 

 ２４ページの中ほどのところに、項の２事業

外収益の他会計負担金というのがございしまし

て、１億４３７４万４９０８円で、昨年より１

１１８万５２５１円ふえております。こちらに

対しましては、先ほど一般病床の部分はベッド

の利用率が上がって、よかったんだよと言いま

して、だけども、結核のベッドのほうは去年よ

りも大幅に下がったんですよと。この分で、い

わゆる結核のベッドの不採算繰り入れというも

のが丸々この１１１８万まで伸びております。 

 つまり、一般ベッドのほうの利用率が上がれ

ば上がるだけ、結核のベッドは、一般ベッドの

利用率を想定したところで計算をしますので、

一般ベッドが利用率が高ければ高いほど、結核

不採算の収入は多くなってくるような計算にな

っています。結核患者さんのためにベッドを３

０床確保しております。もしこれが一般のベッ

ドだったらどうだったのということを想定しま

すと、一般のベッドの利用率が８７.８％だっ

たので、３０床持っていたベッドも８７.８％

の割合で稼働したんではないかと。ただ、そこ

の部分は結核の患者さんのためにとっていたの

で、その分の収益部分を不採算繰り入れという

部分で一般会計からいただくような形になって

おりますので、上がれば上がるほど結核の繰入

金はふえてくるような計算になってきます。患

者さんの多い、少ないに関係なくそこが出てく

るんで、という今の基準の内容になっていま

す。 

 どうしてもちょっとおかしいような形になっ

ておりますので、こちらについては次年度以

降、ちょっと繰入金の基準については、また財

政当局のほうとも話をちょっとしないとおかし

くなるような形ではございますが、今のところ

の基準の繰り入れの方式はこのような計算の方

法になっております。 

 以上です。（委員亀田英雄君「わかりまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

 ほかにありませんか。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。先ほどの説明、

８ページのところですけれども、２５年度につ

いては経常収益がおよそ４１００万あったとい

うことで、２６年度については、要するに、そ

れと特別損失、約１億７８００万、これがなけ

れば４７００万の黒字だったというふうなこと

で、昨年よりふえとるわけですね。 

 この１億７８００万の特別損失は、２６年度

に限って計上するというような、たしか、こと

だったと思うんですが、その中のですね、３４

ページに内訳が書いてありますけれど、手当っ

ていうのが約１５００、６００万。法定福利費

が２７０万程度、それから退職給付費が１億６

０００万、退職給付費っていうのは、要するに

退職手当負担金みたいなものだろうと、退職さ

れるのが何年度に何人いて、どれぐらいの財源

がなければ払えない、払えないというか、借り

て払うか何かしなければならない部分をとって

おくというようなことだろうと思うんですけれ

ど、違ったら説明願いたいと思いますが、この

手当というのは、どういう性質もので、どのよ

うなことで計上してあるのか、いいですかね、

お尋ねして。 

○市立病院事務部事務長（田中智樹君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） 田中病院事務部事務

長。 

○市立病院事務部事務長（田中智樹君） は

い。まず、節の１番の手当で１５６９万７４２

８円とある分は、これは賞与等で、いわゆるボ

ーナス分ですね、夏と冬のボーナスの分と、法

定福利費は読んで字のごとく法定福利費になり

ます、と退職金という形になります。これまで
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の２６年、２５年度分までの分を一括してここ

で積んだという形になります。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） その手当の賞与ってい

うのは、１５００万、１５６０万あれば、これ

は、先ほど１回で２６年度に限りっていうこと

については、これはどんななるんですかね、２

７年度分をということの考えでいいんですか、

どんなんですか。 

○市立病院事務部事務長（田中智樹君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） はい、田中病院事務

部事務長。 

○市立病院事務部事務長（田中智樹君） は

い。２６年度分までということでですね、こと

しからの２７年度分は現年度分からは、前のペ

ージの３２ページの給与費のところでですね、

法定福利費の下の退職給付と賞与引当金という

ことで、毎年、と現年度分を、毎年毎年ここで

積んでいくという形で考えております。 

 以上です。（委員松永純一君「はい。わかり

ました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） いいですか。ほかに

ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。意

見ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、これより採決いたします。 

 議案第７７号・平成２６年度八代市病院事業

会計決算の認定については、認定するに賛成の

方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

件は認定することに決しました。（｢ありがと

うございました」と呼ぶ者あり） 

 執行部退出のため小会いたします。 

（午後２時１５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時１６分 本会） 

◎請願第３号・スーパー元気券販売についての

情報開示と再発行を求めることについて 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、請願・陳情の審査に入ります。 

 審査に入ります前に、要望書等については写

しをお手元に配付しておりますので、御一読い

ただければと存じます。 

 今回、当委員会に新たに付託となりましたの

は、請願１件です。 

 それでは、請願第３号・スーパー元気券販売

についての情報開示と再発行を求めることにつ

いてを議題とします。 

 要旨は文書表のとおりですが、念のため、書

記に朗読いたさせます。 

（書記、朗読） 

○委員長（増田一喜君） 本件について、御意

見等はありませんか。 

 田方委員。 

○委員（田方芳信君） 今ちょっと聞けば、１

００万以上の購入者の方ですよね、について、

それを出してほしいと、署名ですかね、出して

ほしいということは、これは個人情報とか、個

人情報とかプライベート、そういった問題に抵

触する部分ちゅうのがあっとじゃなかですか。 

 今まで委員会、ずっと３回ほどあって、その

中で情報公開っちゅうのは、出せませんという

話が３回ぐらいこう、３回か４回だったかと思

うんですけれど、あったかと思うんですけれ

ど、今回また１００万以上の、その情報公開を

してほしいということですけれど、果たしてそ

れは、いいのかなと思うところがあっとですけ

れど、執行部で何かこう、ちょっと詳しく知っ
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てる所管があったかと思うんですけれど、そこ

にちょっと聞いていただくっちゅうことはでき

ますかね、委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい。それで今、担

当課、これに詳しい担当課をということでござ

いますので、執行部に説明を求めるという意見

が出ました。 

 これに御異議ありませんか。（委員野﨑伸也

君「もうよかっじゃなかですか、あって説明

は。委員会で３回したときに、あってもう、そ

れはもうある程度のあれ出とるけん。これは、

市民から上がってきたもんだいけんが、それば

通すか、通さぬかっていう採決でもうよかっじ

ゃなかですか」と呼ぶ）（委員田方芳信君「そ

れはやっぱり個人情報の問題があるけん、それ

はそれはせなんと思う」と呼ぶ）（委員野﨑伸

也君「それは田方さんあれですよ、執行部がど

やん判断するかっちゅう話だいけん、議会とし

てはですたい……」と呼ぶ）（委員田方芳信君

「これは個人情報にたい、引っかかるか、引っ

かからぬかちゅう問題もあっじゃなかね」と呼

ぶ）（委員野﨑伸也君「議会としてはもう、聞

いとるけんが」と呼ぶ）（委員田方芳信君「で

も、引っかかるか、引っかからないか」と呼

ぶ） 

 挙手して発言をお願いいたします。（委員野

﨑伸也君「済みませんでした」と呼ぶ）まだ本

会中です。 

○委員（田方芳信君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、田方委員。 

○委員（田方芳信君） やっぱり、これは法的

な問題もあるだろうし、個人情報を出せないと

か、一つ間違えれば向こうから言われる、逆に

また訴えられる可能性もあるし、そういった面

ちゅうのは慎重に慎重を重ねていかなければ、

やっぱりいかぬとじゃなかろうかと、そういう

面ではですね。だからこそ、執行部にそういう

部署があるところもありますので、ちょこっと

そこんところ聞くだけは聞いてもよかじゃなか

ですか。聞いて、どうなるのかと、それを出し

たときにはと。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 野﨑議員のほうからも

話があったっですが、もうこの件については大

分したじゃなかですか。それで、その辺な個人

情報に抵触するけん出されぬという話も聞きま

した。だけれど、これは市民からの請願ちゅう

形で上がってきて、こば審議して、執行部に働

きかけていただきたいと、どうしてもこば実現

せよという話ではなくてですたい、そげんした

話ですもん。だけん、そこはもうここの判断で

よかと思うとですよ。あからんて話だったけん

ですたい。そこはそこで、審議は一応私たちは

したけれど、市民から再度上がってきたと。そ

れば働きかけていただきたいという請願ですけ

ん、出せという話じゃなかっだいけん、ま一遍

こげんと話のあったよという話ば、執行部に対

して話ばすればよか、してくれという話でしょ

うが。請願の内容に対して私たちはすればよか

話で、これについては今までしてきた話でもあ

るし。執行部は、個人情報に触れるっていうん

であれば、もう出さぬだけのことだいけんが。

そこはせぬでよかと思うばってんですね。ま

あ、入口の部分で余りがたがた言うてもしょん

なかっですばってん、そこは議会の判断でよか

と思うとばってんですね。 

○委員長（増田一喜君） はい、田方委員。 

○委員（田方芳信君） ということは、今、状

況の中でということは、そういったところを執

行部にもう１回、小会して話したほうがよか

か。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 小会お願いします。 

○委員長（増田一喜君） はい、小会いたしま
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す。 

（午後２時２２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時２６分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 この請願に対して問題点はないかということ

で、執行部に説明を求めると意見がありました

ので、執行部に意見を求めたいと思います。 

 小会いたします。 

（午後２時２７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時２８分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 それでは、本件に関し、文書統計課より説明

を求めます。 

○文書統計課長（橋口幸雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 橋口文書統計課長。 

○文書統計課長（橋口幸雄君） はい、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）文書統

計課の橋口でございます。 

 情報公開について所管をしておりますので、

ここでちょっと説明といいますか、意見を述べ

させていただきます。座って説明させていただ

きます。 

 まず、この請願第３号２の（５）の情報開示

についてでございますが、一般的な話としまし

て、仮にこの件について情報公開の請求があっ

た場合どうなのかというお話をさせていただき

ます。 

 まず、情報公開の請求があった場合には、文

書統計課のほうで受け付けまして、それを担当

課、この場合はスーパー元気券事業推進室です

か、こちらのほうに送付することということに

なります。送付しましたら、基本的には、基本

的にはといいますか、そちらの所管課、この準

備室のほうで公開の可否を決定いたします。決

済は、部長とか市長とかいろいろあると思いま

すけど、基本的には、文書所管課で公開の可否

を決定します。 

 ただし、公開の決定に当たりましては、所管

課と文書統計課のほうで協議することにしてお

ります。その理由なんですけど、情報公開制度

の発足当初よくあった話なんですが、ほとんど

黒塗りしてかっですね、なんが書いてあっとか

わからぬというのがいっぱいありまして、所管

課として、いやここは公開せにゃいかぬとです

というのを説得するために協議することとして

おります。まだほかに公開してはならない文書

を出してしまったりちゅうことをすることがな

いように、協議をして決定をするということに

しております。 

 この情報公開条例に基づきまして公開の決定

をするんですが、この文書、基本的には公文書

というのは公開することになっております。基

本的には公開が原則です。ただし、非公開情

報、つまり公開できない情報というのも規定し

てありまして、これは情報公開条例の７条に、

７条に１号から７号まで、これは原則公開だけ

れども１号から７号までは公開しないという情

報が規定してあります。 

 ちょっと７条のつくりを簡単に説明します

と、７条の本文で、公文書は原則公開と。ただ

し、１号から７号までは非公開でありますと。

その中のですね、７条の２号が個人情報という

ことで、これは基本的に公開しない、個人情報

は公開しないというつくりになっております。 

 またちょっとややこしいんですけれど、この

２号の中でもですね、個人情報であっても、次

に掲げるものは公開できるというふうなつくり

になっておりまして、これはアからオまでです

ね、ありまして、ちょっと読み上げさせていた

だきますと、まず、個人情報であっても公開す

ることができる、まず１点目、ア、法令等の規

定により何人でも閲覧することができるとされ

ている情報、イ、実施機関が作成し、または取

得した情報で、公表することを目的としている
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もの、ウ、人の生命、健康、生活または財産を

保護するため、公開することが必要であると認

められる情報、エ、当該個人が公務員等、これ

はもう長いんですけれど、要は公務員の情報で

すね、公務員の職、氏名、職務内容、これは公

開しますよと。オ、５番目ですが、これは公務

員以外である場合において、その者の有する公

的地位または立場に関連する情報であって、公

開しても当該個人の権利・利益を害するおそれ

がないと認められるもの。これは具体的にいい

ますと、市長の懇談会とか、市長の私的諮問機

関の委員さんの名簿とかですね、こういうなの

はもう公開しますよと、個人情報であっても公

開しますよというつくりになっております。 

 さて、この請願第３号の２の（５）購入者の

リストの部分についてですが、私もこのリスト

を見たわけではないんですけれども、要は、も

う誰が幾ら買ったかという、明らかに個人のプ

ライバシーに関する情報、個人情報そのもので

ございますので、まず、まずもって７条２項に

該当する個人情報であるということです。 

 なおかつ、今申しました個人情報であって

も、公開できると規定しておりますアからオ、

このいずれにも該当いたしませんので、基本的

にこれは公開できない情報というふうに判断す

ることになると思います。 

 これは、実際に情報公開の請求があった場合

のことですね、情報公開、これは公開できない

という判断がいたしまして、実際に情報公開の

請求がありましたら、リストが存在するとして

ですね、絶対に個人が特定されない形で、黒塗

りして、１００万円以上という金額の部分はあ

けてもいいと思うんですが、個人が絶対に特定

されないような形にして、一部公開という決定

をすることになると思われます。 

 以上です、はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、ありがとうご

ざいました。 

 以上の分について、何か御意見等ありません

か。 

○委員（亀田英雄君） 質問してよかですか、

一つ。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 一部黒塗り、今、説明

のあった部分の最後の部分で、一部黒塗りの中

で、公開ができる類いの話なんだということで

理解していいのかな。この２の（５）の話です

よ。全てを公開できないまでも、一部を隠した

まま公開できる類いの情報なのか。 

○文書統計課長（橋口幸雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 橋口文書統計課長。 

○文書統計課長（橋口幸雄君） そうですね、

私もリストを見たことがないのでわからないん

ですが、リストがあるとして、その何万円の部

分ですね、その部分は公開しても構わない。要

は、特定の個人が特定されない形での公開。

（｢わからぬごっやって」と呼ぶ者あり）です

ので、請願の趣旨には残念ながら沿うことはで

きないということになりますけれども、本当、

個人は絶対に漏らさないということですが、一

部、ほんの一部ですね、ここはもう見せてもい

いだろうということで公開することになるだろ

うと思います。（委員笹本サエコ君「そうした

ら、名前はね……」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） はい、笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） いいですか。名前は

公開しないで、例えば、６２人の委任者の名前

は公開しませんと、ただ額についてはね、公開

できるというふうに受けとめてよろしいです

か。 

○委員長（増田一喜君） 橋口文書統計課長。 

○文書統計課長（橋口幸雄君） そういうこと

です。特定の個人は絶対に公開はされない。 

○委員（笹本サエ子君） 個人の名前は伏せ

て。（文書統計課長橋口幸雄君「はい」と呼

ぶ）委任者の、額についてはね、例えば、６２
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人だったら、６２人の額はね、明確にすると、

これはできるってことだから。わかりました。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（田方芳信君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、田方委員。 

○委員（田方芳信君） ということは、これ

は、これでいくのの中では、やはり、個人情報

ちゅうことには抵触はすったいね、なんも出し

てしまえば。どこまで出すかだろうばってんが

ですね。出すっちゅうことになっていけば、個

人情報、名前、住所、電話番号、年齢な、そう

いった面ば出していけば当然、大変なことにな

る。出せないっちゅうことですよね。（｢購入

者は出せないっちゅうことですね」と呼ぶ者あ

り） 

○文書統計課長（橋口幸雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、橋口文書統計

課長。 

○文書統計課長（橋口幸雄君） そうですね、

購入者個人情報はもう絶対に出さないというこ

とで、この趣旨、括弧書きのほうに書いてあり

ますので、こういう意図でこのリストが欲しい

んだということであれば、全く御希望には沿え

ないという形にはなってしまいますですね。誰

かというのは、全く、絶対に出さないわけです

から。（委員田方芳信君「今回の部分の中では

……」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） 田方委員。 

○委員（田方芳信君） ああ、済みません。出

せないっちゅうことですよね、まず。（文書統

計課長橋口幸雄君「あの決定は……」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） 橋口文書統計課長。 

○文書統計課長（橋口幸雄君） はい。決定

は、あくまでも、所管がしますけれど、ここで

はもうちょっと……、（｢難しい」と呼ぶ者あ

り）ここで言うのもあれなんですけれど、もう

明白に、ここではもう絶対に出さない、出せな

い文書、公開、逆に何ていうか、言い方をかえ

て、漏らしてはならない情報だというふうに考

えております。 

○委員（田方芳信君） はい、もうひとつ。 

○委員長（増田一喜君） はい、田方委員。 

○委員（田方芳信君） じゃあ、私はこの件に

ついては、ちょっと納得ができませんので、賛

成はしかねます。（｢はい、よかですか、それ

で。次、行ってよかですか」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 委員会の意思決定方

法についてちょっと協議をするために、小会い

たします。 

（午後２時３７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時０３分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 それでは、先ほどの協議の経緯を事務局のほ

うから発言いたさせます。 

○議会事務局首席審議員兼次長（國岡雄幸君）

 はい、済みません、じゃあ、議会事務局の國

岡でございます。 

 請願の採択の方法でございますけれども、ま

ず、委員会は付託された請願について、会期中

に採択または不採択を決定し、議長に報告する

義務があるとされております。 

 請願は、請願者に過度の期待を持たせないた

めにも、実現の可能性のあるものを採択しなけ

ればならないとされております。この際、請願

の審査にあっては、請願者の意思を無視して修

正できませんので、委員会では、採択するか不

採択とする意思表示しかありません。 

 しかしながら、請願者の願意を少しでも実現

させよう、尊重しようということの方法の一つ

としまして、一部採択という方法もございま

す。これは、請願の内容に幾つかの項目が独立

してある場合、項目を一つずつ分けて採決する

方法でございます。 

 なお、請願は不可分とした１件であることか

ら、一部が採択となり、残りの部分を継続審査
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とすることはできないこととされております。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） ということでござい

ます。 

 それでは、先ほど協議しましたように……。 

○委員（田方芳信君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） 田方委員。 

○委員（田方芳信君） ちょっと、あれなんで

すけれど、これのですね、するに当たって、署

名、伊藤さんだったですかね、署名活動をされ

て９８７名の署名が出ておりますが、何かちょ

っと話の中で、署名のとり方で相当こう、トラ

ブっていらっしゃるというお話を聞いてるんで

すよね。そういう中でですよ、それを削除して

ほしいと、書いたんだけれど、何もわからず書

いてしまって、そして、そこの間で、自分たち

が考えてる方向と伊藤さんが考えてる方向が違

うということで、削除をしてほしいと、その人

たちが、そういう今、話が現状、出ておりま

す。これはどういうことなのかなあ。そういっ

たところまで、削除をしてほしいということも

あって。 

○委員長（増田一喜君） 小会します。 

（午後３時０５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時０９分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 この件について、ほかに御意見ありません

か。 

○委員（田方芳信君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 田方委員。 

○委員（田方芳信君） この件についてはです

ね、やっぱり法的にちょっと厳しい状態ですの

で、不採択でお願いを……。（｢どの件につい

て」と呼ぶ者あり）（｢何番か言わんば」と呼

ぶ者あり）ああ、２の（５）を不採択でお願い

をしたいと思います。 

○委員長（増田一喜君） 今、２の（５）の件

にも出ましたけれど、先ほど協議しましたとき

に、一部採択、残りを不採択にすることという

ことで協議の結果が出ておりますので、まず、

請願第３号のうちに、項目１スーパー元気券の

再発行、項目２情報開示の（１）、それから項

目２情報開示の（２）、項目２情報開示の

（３）、項目２情報開示の（４）は、一括して

採択ということで、残りの項目１、いやいや、

残りの項目２情報開示の（５）の部分について

は不採択というふうな方向でよろしいですか

ね。（｢はい」と呼ぶ者あり） 

 そういうふうに諮りたいと思いますけれど

も、御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） それでは、これより

採決いたします。 

 請願第３号のうち、項目１スーパー元気券の

再発行、項目２情報開示の（１）、項目２情報

開示の（２）、項目２情報開示の（３）、項目

２情報開示の（４）の部分については採択、残

りの項目２情報開示の（５）の部分については

不採択と決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

件はそのように決しました。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。 

 当委員会報告書及び委員長報告の作成につい

ては、委員長に御一任願いたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 執行部、入室のため小会いたします。 

（午後３時１２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時２４分 本会） 
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◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、産業・経済の振

興に関する諸問題の調査、病院・水道事業に関

する諸問題の調査、以上の２件です。このう

ち、産業・経済の振興に関する諸問題の調査に

関連して、２件、執行部から発言の申し出があ

っておりますので、これを許します。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（八

代市がらっぱ広場指定管理者の更新について） 

○委員長（増田一喜君） それでは、まず八代

市がらっぱ広場指定管理者の更新についてをお

願いいたします。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） 宮村経済文化交流部

総括審議員兼次長。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） はい、お世話になります。 

 今、委員長がお話しされましたように、八代

市がらっぱ広場の指定管理の期間が、来年３月

で満了となりますことから、更新をさせていた

だきたいというふうに御提案、更新の御提案を

させていただきたく、御説明をさせていただき

ます。 

 説明につきましては、担当課長が説明いたし

ますので、よろしくお願いいたします。 

○商工政策課長（川野雄一君） はい、委員

長。 

○委員長（増田一喜君） 川野商工政策課長。 

○商工政策課長（川野雄一君） はい。商工政

策課の川野でございます。よろしくお願いいた

します。着座にて御説明をさせていただきま

す。 

 八代市がらっぱ広場指定管理者の変更につき

まして、御説明をいたします。 

 経済文化交流部の所管施設で、指定管理者制

度を導入していますがらっぱ広場が、平成２７

年度に指定期間が満了になりますことを受けま

して、指定管理者の更新を予定しております。 

 更新する内容につきまして説明させていただ

きます。委員の皆様には、事前に配付しており

ました資料を参考にされながらお聞きいただけ

ればと思います。 

 がらっぱ広場は、委員の皆さんも御存じとは

思いますが、本町１丁目に来訪者の憩いの場と

地域住民の交流の場として、約４５０平米の広

場を平成２０年４月１日に開設いたし、平成２

２年度から指定管理者制度を導入して運営をし

ております。 

 直近の内容につきましては、資料参考の２の

とおり、指定管理者が本町１丁目、２丁目、３

丁目、通町商店街振興組合で組織されましたま

ちなか活性化協議会で、施設の維持管理、利用

の許可、利用料金の徴収、施設を利用しての自

主事業、広報活動などを実施されており、委託

料は３年間で４０万７０００円となっていると

ころでございます。 

 今回の募集内容は、前回と同様、非公募と

し、指定期間も現在と同様３年間を予定してお

ります。 

 応募方法を非公募とし、候補者をまちなか活

性化協議会とすることにつきましては、当協議

会が中心市街地の活性化のためのにぎわいづく

りと地域コミュニティーの確立を積極的に進め

ており、事務局も中心商店街に位置し、がらっ

ぱ広場を管理運営する上で、活動と連携できる

メリットがあり、指定管理を導入する上で目的

に合った体制であると考えていることと、また

八代市がらっぱ広場条例の第１条に、中心市街

地への来訪者が集い、地域住民との交流の場所

を提供するとの規定が、八代市公の施設に係る
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指定管理者の指定の手続等に関する条例第５条

第２号の「主に当該地域の住民が利用する公の

施設を町内会等地域組織に管理させる合理的な

理由があるとき、公募によらず指定管理者の候

補者を選定することができる」との規定に該当

すると判断いたしまして、非公募とさせていた

だいております。 

 今回のスケジュールでございますが、そこ

に、資料のとおり、選定委員会を本年１０月２

９日木曜日に、内部委員・外部委員９名の構成

で開催し審査していただくことを予定しており

ます。選定委員会で正式に候補者として選定さ

れましたら、１２月議会定例会に上程させてい

ただき、議決をお願いする予定でございます。 

 議決で承認が得られましたら、候補者に指定

の通知及び告示を行い、平成２８年３月に決定

された指定管理者と協定書を結び、同年の４月

から管理運営を委託する予定でございます。 

 以上、説明を終わらせていただきます。よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） 本件について、何か

質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 非公募にされるという

ことなんですが、公募しなっせよ、公募。（商

工政策課長川野雄一君「はい」と呼ぶ）公募し

てください。（商工政策課長川野雄一君「公募

ですか」と呼ぶ）八代市の行政は、全部そやん

じゃなかですか。経費を少なくするためにてい

うとが、大前提にあっじゃなかですか。（商工

政策課長川野雄一君「はい」と呼ぶ）そのため

に一から立ち上げた物産館も裏切って、４０年

働いた人たちも裏切ってきとっちゃなかです

か。（商工政策課長川野雄一君「はい」と呼

ぶ）経費を安くするためにが大前提だけん、公

募してください。私はもう、絶対賛成できませ

ん。 

○委員長（増田一喜君） 川野商工政策課長。 

○商工政策課長（川野雄一君） はい。済みま

せん、一応、非公募とさせていただいとったん

ですけれど、非公募とさせてる理由は先ほど説

明をさせていただいたんですけれど……。（委

員亀田英雄君「理解できません。ノーです」と

呼ぶ）一応、条例に基づいて判断させていただ

いたところでございますけれど、御理解をいた

だければと思うことで説明させていただきまし

た。 

○委員長（増田一喜君） ほかにはありません

か。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） 参考のところに小さい

字で貸し出しありってしてあるのが２つ、Ａブ

ロック、Ｂブロックですね。これは何かほかの

団体とか個人が借りるときに、使用料をもらわ

れるってことですか。 

○商工政策課長（川野雄一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 川野商工政策課長。 

○商工政策課長（川野雄一君） はい。一応、

条例のほうで使用料を徴収するようにしており

ますので、こちらのほうは２時間につき、Ａブ

ロック、Ｂブロック、それぞれ５１０円の使用

料をいただくようにいたしております。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） ２５年と２６年の使用

料の実績はわかりますか。なぜかというとです

ね、指定管理者の場合は、その利用料について

は指定管理者の収入としてよいというような規

定がありますので、市から払う委託料は４０万

７０００円ですけれど、プラス使用料がある、

入ってくれば、きますので、今５１０円が２時

間というので、年間幾らになるのか。 

○商工政策課長（川野雄一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 川野商工政策課長。 
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○商工政策課長（川野雄一君） はい。平成２

６年度につきましては、４万８５５円となって

おります。平成２５年……。（委員松永純一君

「よかです」と呼ぶ）よろしいですか。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。４０万７０００

円の基礎となる部分で、大きいのは何で、幾ら

ですか。 

○商工政策課長（川野雄一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 川野商工政策課長。 

○商工政策課長（川野雄一君） はい。こちら

のほうは、３年間で４０万７０００円というこ

とで、実際、１年目はですね、１３万３０００

円でございました。あとは消費税の換算で１３

万７０００円ということで、平成２６、２７年

はなっております。 

 この中で主なものとしましては、電気代と水

道代、あと清掃委託料、それと、そちらのほう

で管理委託する上で、ある程度の人件費が発生

するということを勘案いたしまして、そちらの

ほう、１２万円ということで、それに利用料金

が一応当初予定しておりましたのが、３万９０

００円ということで、その差額を委託料という

ことで、当初のほうは１３万３０００円で一応

計上されて、３年間で４０万７０００円という

ことでございます。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。意見もよろしい

っていうことでしたので、まちなか活性化協議

会が、やっぱり商店、中心市街地商店街の活性

化を図るということであればですね、４０万７

０００円というのが果たして高いか、安いかっ

ていうことは、余り高くはないと思うんです

ね。ですから、そこあたりもう少し考えてみら

れたらどんなかなっていう意見をしておきま

す。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で八代市がらっぱ広場指定管理者の更新

についてを終了します。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（八

代市よかとこ宣伝隊「組織のあり方」につい

て） 

○委員長（増田一喜君） 次に、八代よかとこ

宣伝隊「組織のあり方」についてをお願いいた

します。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮村経済文化交流部

総括審議員兼次長。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） はい。引き続きよろしくお願いいたしま

す。 

 いろいろとこれまでも八代よかとこ宣伝隊の

あり方につきまして、いろいろな御意見、御助

言いただいているところでございますが、私ど

ももよかとこ宣伝隊と一緒になりまして、理事

の皆様方と時代に合った組織になるべく、ある

いは活動すべく、するために、今、組織のあり

方について検討させていただいているところで

ございます。まだ途中でございますが、せっか

くの機会でございますので、途中経過について

担当課長から報告させていただきます。よろし

くお願いいたします。 

○観光振興課長（岩崎和也君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） 岩崎観光振興課長。 

○観光振興課長（岩崎和也君） はい。お疲れ

さまです。観光振興課、岩崎です。どうぞよろ

しくお願いします。説明のほうは、座って説明

させていただきたいと思います。よろしくお願
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いします。 

 それでは、お手元のほうにＡ４判の資料がご

ざいますでしょうか。（｢はい」と呼ぶ者あ

り）この資料に基づいて説明させていただきた

いと思います。 

 本市の観光振興あるいは物産振興について、

市の業務とのかかわりが深い八代よかとこ宣伝

隊、この組織のあり方について報告させていた

だきたいと思います。 

 本日は、結論から言いますと、任意組織で現

在あります八代よかとこ宣伝隊、この組織を来

年４月に向けて一般社団法人化というような組

織に変えていくというようなことを現在取り組

まれているというようなことでございます。 

 まず、背景とそれから経緯というようなこと

で御説明させていただきたいと思います。 

 八代よかとこ宣伝隊の経緯等ということで、

設立の経緯なんですけど、これはもう合併前に

なりますけれども、平成１６年当時、新幹線開

業等々背景としまして、来訪者の拡大、地元産

品の販路拡大など、官民一体となった経済活性

化の推進を図るために、当時の八代観光協会、

それから日奈久温泉観光協会、八代物産振興協

会を統合しまして、当時八代シティ・プロモー

ションセンターというものを発足させていただ

いております。 

 その後、１６年の８月３１日に、ハーモニー

ホール内に事務所を置きます。その後、平成１

８年５月３０日に、名称を八代よかとこ宣伝隊

というようなことに変更しております。事務所

のほうは、翌年８月２０日の日に八代駅構内に

移転しております。それから、平成２４年２月

２０日の日には、新八代駅、この構内に事務所

を移転しておるところです。 

 職員は、事務局長１名、それからスタッフ３

名というようなことで運営を行っているところ

です。 

 位置づけとしましては、観光協会や物産振興

協会など、行政が運営実施するより、さらに効

率的かつ効果的な事業推進を図るために、関係

団体を統合、一元化して、柔軟かつ迅速性のあ

る組織として再編するというようなことでござ

います。 

 役割としましては、市と連携しながら、観光

素材あるいは潜在魅力を開発、整備し、全国に

向けて積極的にＰＲすること。それと、観光客

誘致のため事業の企画、実施、それから八代市

の地域経済の活性化を図るというような役割を

担っているところです。 

 今回、法人格の取得の背景としましては、１

番目が設立当初３年間で法人化を目指すという

ような明言をしているところでございます。現

在に至っては、１０年経過しますけれども、現

在においてまだ任意団体のままというようなこ

とでございます。 

 それから着地型旅行商品の販売、それから６

次産業の商品開発に取り組むなど、積極的な事

業展開を行うため、社会的信用の獲得及び公益

性を確保する必要がある、社会的信用の獲得、

それから公益性を確保すると、このようなとこ

ろが一番重要かなというようなところです。 

 それから３番目に、高額な予算管理、約８０

００万程度のお金を運用しているところです。

その管理を行い事業を実施する団体が任意団体

では、支出などについてですね、疑念を抱かれ

ないよう法人格を持ったものにする必要がある

んじゃないかなというようなことでございま

す。 

 それから４番目が、任意団体ではクレジット

の取り扱いができない、あるいは借り入れがで

きないというようなことで、一つの課題として

捉えているところです。特にインターネットが

普及している昨今におきましては、商品の販売

等については、インターネットで販売する機会

が多く、このクレジットが使えないということ

は、非常に販売促進になかなかつながりにくい
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というような状況があります。 

 このようなことからですね、この４点を踏ま

えて、法人格の取得についてですね、検討を開

始しているというようなことでございます。 

 ２番目に、八代よかとこ宣伝隊の一般社団法

人化というふうにしております。 

 以前は、社団法人とかいう言葉を聞きなれて

いらっしゃるかと思いますけれども、一般社団

法人というような法人格ということです。これ

は、今から７年前に法律が改正になって、こう

いった新たな法人の名称ができたものでござい

ます。今回、八代よかとこ宣伝隊が目標とする

のは、この一般社団法人というようなもので

す。 

 法人化する理由としましては、先ほど申し上

げましたように、社会的な信用や地位を保つこ

とができること、それから先ほど言いましたク

レジットの契約が可能になること、金融機関か

らの借り入れ可能になること、多額の金銭を取

り扱うことから、より厳正かつ適正な事務処理

に努める必要があること、それから、当然のこ

となんですけれど、コンプライアンスの確保が

必要になること、それから、先ほども御説明申

し上げましたけれども、地方創生の中で、日本

版のＤＭＯ、こういったものが国のほうで進め

られているということで、それに対応した組織

とするため、国の支援等が受けやすくなるとい

うようなこと、それから、地域間競争に勝ち抜

くというようなことから、法人化を目指すもの

であります。 

 数ある法人格の中で一般社団法人を選ぶ理由

というのが、まず１点目、事業については、公

益事業だろうが収益事業だろうがどんな事業を

行ってもいいというような利点があります。こ

れは、観光協会あるいは物産協会の性質上、両

方を兼ね備える必要があるかなというようなこ

とで、一般社団法人というようなことにしてい

ます。 

 それから、基金とか資本金、会社をつくると

きには資本金等が要りますけれども、一般社団

法人の場合には、資本金あるいは基金が必要で

ないということ、それから、設立の費用が比較

的安いということです。約１１万程度で設立が

できるというようなことになります。 

 それから、早期に立ち上げることができると

いうことで、今のタイミングでできるのかとい

う御心配があろうかと思いますけれども、およ

そ１カ月余りで、１カ月内でですね、設立の手

続ができるというようなことです。 

 最終的にＮＰＯ法人、それと一般財団法人等

々と検討しまして、最終的に一般社団法人とい

うようなことで設定、それを目指すというよう

なことになります。 

 法人の運営開始時期としましては、２８年の

４月というようなことになりまして、新法人が

設立しますと、八代よかとこ宣伝隊そのものは

解散するというような形になります。 

 資料にはございませんけれども、今後のスケ

ジュールとしましては、現在、会員の方々にこ

ういう検討を行っているというようなことをお

知らせしております。 

 それから、１１月には臨時総会を開きまし

て、その中で法人化にすることを決議していた

だきます。それから、登記上、来年の１月に登

記を行いまして、４月に正式に設立し、運営し

ていくというようなスケジュールを予定してい

るところであります。 

 参考までにＤＭＯについて注釈を書いて、資

料のほうに書いているところです。 

 以上、説明のほうを終わります。 

○委員長（増田一喜君） 本件について、何か

質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） よかとこ宣伝隊の一般

社団法人化ということと、よかとこ宣伝隊解散
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っていう、これどげんなっとですか。よかとこ

宣伝隊が一般社団法人化すっとでしょうが。

（観光振興課長岩崎和也君「はい」と呼ぶ）な

ら、こん解散するっていうとは、名前ば変える

っていう意味。どんな、そんな発展的解消のご

たるばってん、ちょっと意味のわからぬと。 

○委員長（増田一喜君） 岩崎観光振興課長。 

○観光振興課長（岩崎和也君） はい。現在の

任意団体の八代よかとこ宣伝隊、それから新し

く、１１月には決議しまして、１月には新たな

組織自体はできます、登記上。３月までは並行

で動きます。４月にもう同時に総会を開きま

す。設立と同時、設立もしますし、解散もする

ということです。わかりやすく言いますと、そ

のままスライドするということです。ですか

ら、今、議員おっしゃったように、発展的に解

消して、そのまま法人格を有して事業運営がそ

のまま続いていくという形になります。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 中身は全然変わらぬと

ですたい。どげんですか。 

○観光振興課長（岩崎和也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 岩崎観光振興課長。 

○観光振興課長（岩崎和也君） はい。中身

に、いろいろ中身はあると思います。定款の中

で今後、設定していくということで、実は今月

末に設立の準備会、委員会を組織しまして、そ

の準備会の中でいろいろ議論していきます。 

 議論の内容としましては、まず名称、それか

ら定款の内容、それから職員の採用基準、それ

から採用あたり、そういったものについても議

論していきます。もちろん、これまで持ってい

た機能の見直しも並行して実施する予定です。 

 ですから、今までのままということじゃなく

て、機能を強化した形で法人格を持つというよ

うなことを予定しているところです。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） もう、なんかよかばっ

かりの話のごたっですばってん、なぜ３年間、

ここまでできなかったかという話もちょっと聞

かせてくれんですか。行政の怠慢だったっちゅ

う話ですか。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮村経済文化交流部

総括審議員兼次長。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） はい。先ほど資料をお配りした中で、平

成１６年から最初はシティ・プロモーションセ

ンターという名前で発足させていただきまし

て、名前を検討し、いろいろな試行錯誤をして

まいったんですけれども、１０年、約１０年た

って、市民の皆様方等々が期待される組織にま

でなっていないのかなというようなところと、

それから時代のニーズの法人化というところも

ありまして、今回、大きく変革をして、繰り返

しになりますけれども、活性化を図っていこう

かというふうなことでございます。 

 これまでも委員会で何度も御指摘いただい

て、そのたびごとに市のほうからも指導しなさ

いという御指導もいただいて、よかとこと一緒

に悩み苦しんできたんですけれども、結果とし

ては、それなりの効果しか、結果しか、実績し

か上げられなかったというところでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 済みません、いじむっ

とじゃなかばってんが、先ほどは渡りに船と表

現されていましたが、今度は何と表現されます

か。（笑声） 

 いいです。やめます。私は、今の質問は取り

下げます。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません
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か。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。職員数は事務局

長１名、スタッフ３名ちゅうのは変わりません

か、変わりますか。 

○観光振興課長（岩崎和也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 岩崎観光振興課長。 

○観光振興課長（岩崎和也君） はい。スタッ

フの人数につきましては、新たな機能を有する

ことから現状では難しいというふうに考えてお

ります。このあたり、設立の準備委員会のほう

で適正な人数等について、検討していきたいと

いうふうに考えております。 

○委員長（増田一喜君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。中身がようわか

らぬとですが、職員さんが、何か３年契約と

か、そういうのがあったような気がしますもん

ね。それを含めてですが、もともとはこの運営

の原資は八代市からの補助金なりで今のところ

は運営されとるでしょう。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮村経済文化交流部

総括審議員兼次長。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） はい。現在は、主に全国花火大会の収益

で運営されていると言ってよろしいかというふ

うに思います。以前は、シティ・プロモーショ

ンセンターあるいはよかとこ宣伝隊と名称を変

えた時期は、人件費の補助もたしか市から補助

をさせていただいていた時期もあったかという

ふうに思いますが、今、人件費補助は一切して

いないというところで、花火大会の収益、ある

いはいろいろな物産展等々の収益で賄っていら

っしゃるっていうふうに、賄っていらっしゃる

ところでございます。 

○委員長（増田一喜君） 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 金額はわからぬとです

が、この４人分の人件費を賄わないかぬとなる

と、大変なんですよね。それと、この新駅の事

務所自体は、これは何か無償なんですか、役所

も払うておられるとですか。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮村経済文化交流部

総括審議員兼次長。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） はい。新八代駅の観光物産案内所を間借

りしていらっしゃいますので、その面積案分で

部屋代もいただいておりますし、たしか光熱水

費等も案分させていただいていたかというふう

に思います。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（村上光則君） はい、ちょっと。 

○委員長（増田一喜君） はい、村上委員。 

○委員（村上光則君） ちょっと、もう理解の

できぬとばってんが、今、よかとこ宣伝隊はも

うなくなる、なくなっていわれたですね。この

名称はなくなっとですか。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮村経済文化交流部

総括審議員兼次長。 

○経済文化交流部総括審議員兼次長（宮村明彦

君） よかとこ宣伝隊の名称がなくなるかどう

かというのも今後の検討かなというふうに思い

ます。ただし、任意団体としての八代よかとこ

宣伝隊は今年度いっぱいで解散させていただく

と。法人格を持った、名前は八代よかとこ宣伝

隊になるか、あるいは全く別の名前になるか分

かりませんけども、法人格を持った組織が発足
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するということでございます。 

○委員（村上光則君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、村上委員。 

○委員（村上光則君） じゃあ、まだわからぬ

ちゅうことですね。はい、わかりました。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で、八代よかとこ宣伝隊「組織のあり

方」についてを終了します。（｢ありがとうご

ざいました」と呼ぶ者あり） 

 当委員会の所管事務調査について、ほかに何

かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないということでご

ざいます。 

 それでは、以上で所管事務調査２件について

の調査を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査である産業・経済の

振興に関する諸問題の調査、病院・水道事業に

関する諸問題の調査の２件については、なお調

査を要すると思いますので、引き続き閉会中の

継続調査の申し出をいたしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい。御異議なしと

認め、そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。 

 これをもって、経済企業委員会を散会いたし

ます。 

 お疲れさまでした。 

（午後３時５２分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２７年９月１４日 

経済企業委員会 

委 員 長 
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